
－久美浜小学校－



平成17年８月 広報きょうたんご 

2

「
地
域
再
生
法
」
に
基
づ
く
「
地
域
再
生
計
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域
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」
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づ
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「
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域
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生
計
画
」
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
つ
の
計
画
が
国
か
ら
認
定 

　
国
で
は
、
経
済
や
教
育
、
農
業
、
社
会
福

祉
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
や

民
間
事
業
者
な
ど
の
自
発
的
な
立
案
に
よ
っ

て
、
地
域
を
限
定
し
て
特
性
に
応
じ
た
規
制

を
撤
廃
・
緩
和
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
、

独
自
の
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
民
間

事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
進

め
る
「
構
造
改
革
特
区
制
度
」
が
平
成
十
四

年
に
ス
タ
ー
ト
。 

　
ま
た
、
平
成
十
五
年
末
に
は
、
地
域
の
主

導
に
よ
り
、
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

地
域
産
業
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の
創
出
を

図
ろ
う
と
、「
地
域
再
生
計
画
」
の
認
定
制
度

が
始
ま
り
、『
意
欲
あ
る
地
域
を
支
援
』
す
る

た
め
こ
の
四
月
に
は
地
域
再
生
基
盤
強
化
交

付
金
な
ど
の
支
援
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
「
地

域
再
生
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
同
法
施
行
後
初
め
て
の
「
認
定
申

請
」
に
お
い
て
京
丹
後
市
が
申
請
し
た
二
つ

の
計
画
が
と
も
に
認
定
。『
京
丹
後
市
達
人
養

成
・
鉄
人
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
つ
い
て

は
、
府
内
で
唯
一
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
は
、「
琴
引
浜
の
鳴
き
砂
」
や
「
砂

州
の
小
天
橋
」
、
「
丹
後
松
島
」
を
は
じ
め
と

す
る
海
岸
部
が
山
陰
海
岸
国
立
公
園
と
若
狭

湾
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
緑
の
ダ
ム

と
呼
ば
れ
る
近
畿
最
大
級
の
ブ
ナ
林
が
植
生

す
る
な
ど
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
と
の

共
生
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
面
で

は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
背
景
と
し
た
農
林

水
産
業
や
観
光
関
連
業
を
は
じ
め
、
日
本
一

の
生
産
量
を
誇
る
「
絹
織
物
」
と
と
も
に
、

高
い
技
術
に
培
わ
れ
た
機
械
金
属
業
な
ど
、

古
く
か
ら
京
丹
後
の
魅
力
あ
る
「
資
源
」
を

活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
・
事
業
が
創
出

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
多
様

化
す
る
生
活
様
式
の
中
で
、
大
量
生
産
・
大

量
消
費
な
ど
に
よ
る
環
境
問
題
、
未
処
理
の

生
活
雑
排
水
が
河
川
へ
流
入
す
る
な
ど
自
然

生
態
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ

る
後
継
者
不
足
、
産
業
・
社
会
構
造
の
変
化

や
近
年
の
経
済
の
停
滞
な
ど
に
よ
る
雇
用
問

題
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
国
の
進
め
る

「
地
域
再
生
法
」
の
支
援
を
活
用
し
、
環
境

保
全
活
動
の
展
開
を
強
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
自
然
を
育
む
河
川
環
境
の
保
全
を
図
る

観
点
か
ら
、
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め

る
「
『
豊
か
な
自
然
環
境
の
ま
ち
』
再
生
計

画
『
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
の
拡
充
・
整
備

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
」
を
策
定
。
ま
た
、
雇
用
の

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
釣
り
合
い
を

図
る
）
と
、
新
規
雇
用
の
創
出
を
進
め
る
「
人

材
育
成
お
よ
び
新
規
事
業
開
拓
研
究
を
通
じ

た
地
域
産
業
の
再
生
と
雇
用
機
会
の
創
出
『
京

丹
後
市
達
人
養
成
・
鉄
人
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』」
と
し
た
二
つ
の
「
地
域
再
生
計
画
」
を

申
請
。
「
地
域
再
生
法
」
施
行
後
の
第
一
回

目
の
「
認
定
申
請
」
に
お
い
て
、
と
も
に
国

の
認
定
を
受
け
、
今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
る
「
地
域
の
地
力
」
の
活
性

化
を
図
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト 

公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト 公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト 

京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト 

意
欲
あ
る
地
域
を
支
援

意
欲
あ
る
地
域
を
支
援 

意
欲
あ
る
地
域
を
支
援 

雇用創出関係では府内で唯一認定 

「地域再生法」施行後初の認定 
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京丹後市「豊かな自然環境のまち」再生計画京丹後市「豊かな自然環境のまち」再生計画 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト）（公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト） 

京丹後市「豊かな自然環境のまち」再生計画京丹後市「豊かな自然環境のまち」再生計画 

　　　　　　　　　（公共下水道・浄化槽の拡充・整備プ　　　　　　　　　（公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト）ロジェクト） 

京丹後市「豊かな自然環境のまち」再生計画 

　　　　　　　　　（公共下水道・浄化槽の拡充・整備プロジェクト） 

　
京
丹
後
市
は
、
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
農
林
水
産
業
や
観
光
関

連
業
を
は
じ
め
、
丹
後
ち
り
め
ん

に
代
表
さ
れ
る
織
物
業
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
機
械
金
属
業
な
ど
、
古

（
い
に
し
え
）
か
ら
連
綿
と
伝
え

ら
れ
て
き
た
『
も
の
づ
く
り
』
の

気
風
、
伝
統
が
今
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
、
経
済
の

停
滞
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
雇
用
状
況
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
計
画
で
は
、
『
京

丹
後
市
達
人
養
成
・
鉄
人
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、
就
業
を

希
望
す
る
若
者
や
女
性
、
さ
ら
に

勤
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
か
た

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
求
人
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
人
材
育
成

を
主
眼
に
置
い
た
研
修
・
研
究
事

業
を
行
い
、
地
場
産
業
な
ど
の
製

造
業
を
支
え
て
い
る
技
能
者
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

京
丹
後
市
の
魅
力
あ
る
資
源
を
活

用
し
た
新
規
産
業
の
開
拓
を
図
り
、

地
域
再
生
と
雇
用
の
創
出
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。 

　
本
計
画
で
は
、
「
豊
か
な
自
然

環
境
の
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
京
丹

後
市
の
豊
か
な
資
源
を
守
る
た
め
、

『
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
の
拡
充
・

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、

公
共
下
水
道
と
浄
化
槽
の
拡
充
・

整
備
を
図
る
こ
と
で
、
利
便
性
の

向
上
と
と
も
に
、
生
活
雑
排
水
の

河
川
へ
の
流
入
を
防
ぎ
、
清
ら
か

で
澄
ん
だ
水
の
創
造
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。 

　
計
画
は
、
本
年
か
ら
平
成
二
十

一
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
汚
水
処

理
の
人
口
普
及
率
を
現
在
の
四
七

％
か
ら
七
〇
％
に
拡
大
。
久
美
浜

町
・
網
野
町
の
一
部
地
域
で
公
共

下
水
道
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

設
置
型
の
浄
化
槽
を
久
美
浜
町
地

域
で
、
ま
た
市
全
域
で
個
人
設
置

型
の
浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

　
ま
た
、『
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）・

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
す
る
）
・
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
す
る
）
活

動
』
を
推
進
し
、
自
然
と
共
生
す

る
持
続
的
な
社
会
の
構
築
、
住
環

境
を
保
持
す
る
た
め
、
市
民
参
加

に
よ
る
「
環
境
保
全
」
の
取
り
組

み
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

■ものづくりの達人養成講習（機械金属業） 

■仕事づくりの鉄人育成事業（全業種） 

汚水処理施設整備の計画目標 

平成17年度～平成21年度 

　　　　　　　　（５年間） 

現在の47％から70％に拡大 

久美浜町の一部 

網野町の一部 

久美浜町の一部 

市全域 

管きょの整備　23,000m� 

５人槽 10基 

７人槽 100基 

10人槽 15基 

５人槽 100基 

７人槽 300基 

10人槽 55基 

久美浜処理区1,730人 

網野処理区　1,900人 

 480人 

1,710人 

事業期間 

汚水処理人口普及率　 

 

事業区域 

 

 

 

 

事業量 

 

 

 

 

本事業に 

よる新規 

処理人口 

 

 

 

公共下水道 

浄化槽（市設置型） 

浄化槽（個人設置型） 

公共下水道 

 

浄化槽（市設置型） 

 

 

浄化槽（個人設置型） 

 

公共下水道 

浄化槽（市設置型） 

浄化槽（個人設置型） 

求職者や離職者のかたを対象に、基礎技能講習を開催 

事業拡大や新分野進出を支援するため、次世代に向け、

経営のステップアップを図る事業主や中堅幹部、事業

後継者のかたなどを対象に経営学講座を開催 

専門コーディネーターの指導により、丹後の資源・技

術を活かした、新事業・新製品の開発を研究 

在職者のかたを対象に、キャリアアップ技能講習を開

催 

丹後ものづくり塾（新分野研究会） 

京丹後市経営学講座 

基礎技能習得コース 

キャリアアップコース 

京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト 京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト 

人材育成および新規事業開拓研究を通じた人材育成および新規事業開拓研究を通じた 

　　　　　地域産業の再生と雇用機会の創出　　　　　地域産業の再生と雇用機会の創出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト）（京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト） 

人材育成および新規事業開拓研究を通じた人材育成および新規事業開拓研究を通じた 

　　　　　地域産業の再生と雇用機会の創出　　　　　地域産業の再生と雇用機会の創出 

　　　　　　　　　　　　（京丹後市達人養成・鉄人育成　　　　　　　　　　　　（京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト）プロジェクト） 

人材育成および新規事業開拓研究を通じた 

　　　　　地域産業の再生と雇用機会の創出 

　　　　　　　　　　　　（京丹後市達人養成・鉄人育成プロジェクト） 
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京丹後市の京丹後市の 

　まちづくり　まちづくり 

　　ものづくりへの　　ものづくりへの 

　　　デザインのあり方を考える　　　デザインのあり方を考える 

京丹後市の 

　まちづくり 

　　ものづくりへの 

　　　デザインのあり方を考える 

　京丹後市の“まちづくり　京丹後市の“まちづくり”、“ものづくり”を、豊かで魅力的に推進していくため、ものづくり”を、豊かで魅力的に推進していくため、「工業デザイン」工業デザイン」

や「グラフィックデザインや「グラフィックデザイン」、「ディスプレイデザインディスプレイデザイン」、「インテリアデザインインテリアデザイン」、「サインデザイン」サインデザイン」

など、各種のデザインの観点から探ろうと、日本のデザイなど、各種のデザインの観点から探ろうと、日本のデザイン界を代表する「日本デザインン界を代表する「日本デザイン協会」の幹協会」の幹

部のみなさんが来丹され、市内を視察するとともに、さま部のみなさんが来丹され、市内を視察するとともに、さまざまな分野で活躍されている市ざまな分野で活躍されている市内の「まち内の「まち

づくり関係者」のみなさんと懇談会を開催し、今後の施策づくり関係者」のみなさんと懇談会を開催し、今後の施策などについて意見を交換しましなどについて意見を交換しました。た。 

　京丹後市の“まちづくり”、“ものづくり”を、豊かで魅力的に推進していくため、「工業デザイン」

や「グラフィックデザイン」、「ディスプレイデザイン」、「インテリアデザイン」、「サインデザイン」

など、各種のデザインの観点から探ろうと、日本のデザイン界を代表する「日本デザイン協会」の幹

部のみなさんが来丹され、市内を視察するとともに、さまざまな分野で活躍されている市内の「まち

づくり関係者」のみなさんと懇談会を開催し、今後の施策などについて意見を交換しました。 

　
来
丹
さ
れ
た
の
は
、「
日
本
デ
ザ
イ
ン
協
会
」
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
の
大
倉
冨
美
雄
理
事
長
（
社

団
法
人
日
本
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
協

会
前
理
事
長
）
、
宮
沢
功
副
理
事
長
（
社
団
法
人

日
本
サ
イ
ン
デ
ザ
イ
ン
協
会
前
理
事
長
）
、
勝
井

三
雄
理
事
（
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
協
会
理
事
）
、
高
見
慧
理
事
（
社
団
法
人

日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
協
会
参
与
）
、
木

村
戦
太
郎
理
事
（
社
団
法
人
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
協
会
選
考
委
員
長
）、秋
山
修
治
理
事（
社

団
法
人
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
理
事
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
六
人
。 

　
同
協
会
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
心
豊
か
な
循

環
型
社
会
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、「
デ
ザ
イ
ン
」

を
多
角
的
な
見
地
か
ら
調
査
・
研
究
し
、
日
常
生

活
に
お
け
る
物
的
・
精
神
的
豊
か
さ
を
つ
く
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す 

　
一
行
は
、
六
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
来
丹
。
初
日
、
小
町
公
園
や
丹
後

織
物
工
業
組
合
、
久
美
浜
町
の
街
並
み
な
ど
を
視

察
さ
れ
、
市
内
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
翌

二
十
六
日
に
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
」
の
み
な
さ

ん
と
「
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
視

点
か
ら
み
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
」
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
、
京
丹
後
市
を
外
側
か
ら
み
た
印

象
や
、
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
」

の
視
点
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
各
地
を
は
じ
め
、

世
界
で
の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
「
風
景
」
そ
し
て
「
銀
色
の
屋
根
」
が
き
れ
い
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
は
当
た
り
前
の
風
景
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
や
わ
ら
か
い
山
の
景
色
」
や
都
会
で
は
味

わ
え
な
い
「
視
野
の
広
さ
」
な
ど
、
た
い
へ
ん
心
地
よ
く
、「
日

本
の
原
風
景
」
で
あ
る
美
し
い
風
景
は
「
宝
」
で
す
。 

◇
カ
ニ
を
は
じ
め
、
海
の
幸
、
山
の
幸
、
お
米
、
野
菜
、
果
物
、

ま
た
、
薬
草
も
多
く
植
生
し
、
「
食
」
の
豊
穣
さ
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
「
食
」
は
、
身
体
の
源
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
魅
力

を
感
じ
ま
す
。 

◇
か
な
り
広
い
地
域
で
あ
る
の
で
、
場
所
ご
と
に
特
徴
が
違
う
と

い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

◇
下
手
に
開
発
さ
れ
ず
、
日
本
で
も
め
ず
ら
し
い
、
す
ば
ら
し
い

も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
地
域
で
す
。
し
か
し
、
「
丹
後

ち
り
め
ん
」
は
有
名
で
す
が
、
宮
津
以
北
は
イ
メ
ー
ジ
が
な
い

と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。 

◇
あ
る
意
味
毒
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
か
、
建
物
に
し
て
も
道
路

に
し
て
も
、
看
板
に
し
て
も
、
か
な
り
よ
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
、
逆
に
い
う
と
こ
れ
か
ら
が
問
題
で
あ
る
気
が

し
ま
す
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
悪
い
例
が
出
て
く
る
前
に
、
今
あ
る
資
産
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
「
景
観
緑
三
法
」（
※
）
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
な
が
ら
、
「
規
制
」
を
か
け
る
な
ど
の
策

を
講
じ
る
に
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

　
※
「
景
観
緑
三
法
」 

　
地
域
の
美
し
い
景
観
、
豊
か
な
緑
の
形
成
を
図
ろ
う
と
、
地
域

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
十
六
年
六
月
に
制
定

（
平
成
十
六
年
十
二
月
か
ら
一
部
を
除
い
て
施
行
）
さ
れ
た
「
景

観
法
」、「
同
法
の
整
備
法
」、「
都
市
緑
地
保
全
法
改
正
」
の
三

つ
を
あ
わ
せ
た
総
称
。 

京
丹
後
市
の
印
象

京
丹
後
市
の
印
象 

京
丹
後
市
の
印
象 
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◇
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
、「
い

い
ま
ち
」
と
思
え
る
こ
と
で
す
。
心
地
よ
い
、
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
（
シ

ナ
リ
オ
）
を
つ
く
る
か
が
重
要
で
す
。
シ
ナ
リ
オ
の
ネ
タ
は
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。 

◇
ま
ち
ご
と
・
場
所
ご
と
に
特
徴
が
違
う
の
で
、
市
と
し
て
一
体

に
な
る
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
あ
る
意
味

「
連
合
国
」
の
よ
う
な
形
で
そ
れ
そ
れ
が
競
い
合
う
よ
う
な
や

り
方
も
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

◇
丹
後
ち
り
め
ん
の
刻
印
を
お
し
た
商
品
は
、
「
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
通
用
し
ま
す
。
「
和
」
だ
け
で
な
く
、
だ
れ
で
も
着
る
こ

と
の
で
き
る
「
現
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
組
み
入
れ
る
こ
と

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
「
シ
ル
ク
」
は
高
価

で
す
が
、
こ
の
地
域
で
下
着
な
ど
の
製
品
に
仕
上
げ
れ
ば
安
く

提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
買
う
人
・
訪
れ
る
人
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
京
丹
後
市
を
ト

ー
タ
ル
（
全
体
的
）
な
製
品
、
環
境
と
し
て
と
ら
え
、
ど
の
よ

う
な
受
け
取
ら
れ
方
を
す
る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

◇
こ
れ
く
ら
い
の
人
口
規
模
は
、
う
ま
く
ま
と
め
て
、
新
し
い
方

向
性
を
出
す
に
は
、
ち
ょ
う
ど
い
い
サ
イ
ズ
で
す
。
い
い
部
分

を
い
か
に
う
ま
く
残
し
て
、
そ
し
て
新
し
く
付
け
加
え
る
も
の

は
何
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
新
し
い
も
の
を
付

け
加
え
る
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
利
害
で
は
な
く
ト
ー
タ
ル
に

考
え
、
訪
れ
た
人
に
そ
れ
が
ど
う
見
え
る
か
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
を
判
断
す
る
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
特
別
に
編
成
し
た
チ
ー
ム
）
を
つ
く
り
、
個
々
の
問
題
を

乗
り
越
え
て
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」（
全
体
に
わ
た
る
計
画
・

構
想
）
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。 

◇
京
丹
後
市
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
う
の
か
、「
方
向
性
」、

「
テ
ー
マ
」
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ
だ
け
で

は
成
立
し
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
景
観
や
産
業
、
イ
ベ
ン
ト
、

ま
た
教
育
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
鎖
す
る
仕
組
み
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
ダ
ブ
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
自
分
の
ま
ち
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
こ
と
だ
け
が
い
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
で
は
お
も
し
ろ
み

が
な
く
、『
め
り
は
り
』
を
つ
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

『
め
り
は
り
』
を
つ
け
る
に
は
「
シ
ナ
リ
オ
」（
脚
本
）
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
「
シ
ナ
リ
オ
」
を
描
く
の
は
市
民
の
み

な
さ
ん
で
あ
り
、
「
シ
ナ
リ
オ
」
を
演
じ
る
の
も
市
民
の
み
な

さ
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

◇
私
の
勉
強
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
す
て
き
な
素
材

が
あ
り
な
が
ら
、
本
日
初
め
て
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
い
う
印
象
で
、
広
報
・
情
報
発
信
が
ち
ょ
っ
と
弱
い
感
じ

が
し
ま
す
。
今
あ
る
「
資
産
」
を
ど
う
や
っ
て
体
系
的
に
外
へ

発
信
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

◇
現
在
の
雑
誌
は
、
「
い
や
し
」
や
「
健
康
」
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
（
ま
と
）
を
絞
っ
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
に
は
、
す
べ
て
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ど

の
年
齢
層
に
発
信
し
て
い
く
の
か
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

◇
情
報
発
信
手
段
は
、
新
し
い
も
の
が
次
々
と
で
て
き
て
い
ま
す
。

発
信
す
る
情
報
に
あ
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
（
情
報

媒
体
）
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
、
ま
た
個
々
を
発
信
す

る
の
で
は
な
く
、
調
整
を
行
い
、
京
丹
後
市
全
体
と
し
て
の
コ

ン
セ
プ
ト
（
概
念
）
に
基
づ
い
た
方
向
性
を
も
っ
た
発
信
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
が
飛
び
つ
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ

せ
る
方
法
も
考
え
れ
ら
れ
ま
す
。 

情
報
の
発
信
が
重
要 

情
報
の
発
信
が
重
要 

魅
力
あ
ふ
れ
る
京
丹
後
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
京
丹
後
の 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
へ
の
観
点

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
へ
の
観
点 

魅
力
あ
ふ
れ
る
京
丹
後
の 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
へ
の
観
点 

（左から） 

秋山修治理事、高見慧理事、大倉冨美雄理事長 

（左から） 

勝井三雄理事、宮沢功副理事長、木村戦太郎理事 
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京丹後市携帯ウェブサイトがオープン 
市では、8月から携帯電話などの端末からご利用が可能なウェブサイトのサービスを始め
ました。 
パソコンがなくても、外出先でも市の情報がご覧いただけるサイトです。 

京丹後市携帯ウェブサイトへのアクセスは 

http://www.city.kyotango.kyoto. jp/mobile/ 
 

ＱＲコード（二次元バーコード）で簡単にアクセス！ 

［５］メールサービス 
　市が提供する情報（次ページ参照）を、

パソコン・携帯電話などへメールで配

信します。 

　配信されたメールには情報の題名と

内容へのリンクが含まれています。リ

ンクをたどりウェブサイトへ接続して

いただくと情報の詳細をご覧いただけ

ます。 

　サービスは無料です。市内・市外のか

たを問わずどなたでもご利用いただけ

ます。なお、メール受信およびウェブサ

イトの閲覧にかかる通信料は、ご利用

されるかたのご負担となります。 

　サービスをご利用いただくには、受

信者登録が必要です。受信者登録は仮

登録・本登録があり、仮登録をしていた

だいた後、本登録を行っていただくこ

ととなります。 

　受信者登録にはメールアドレスが必

要です。 

［１］市役所庁舎情報 

［２］部署別連絡先 
　市役所や各部署への連絡先を掲載し

ています。 

［３］機関別連絡先 
　消防署や病院・診療所、学校などの施設・

関係機関の連絡先を掲載しています。 

［４］休日診療医院 
　直近の休日診療医院を掲載しています。 

［６］し尿汲み取り申し込み 
　し尿汲み取りのお申し込みができます。

お申し込みの住所地により衛生センタ

ーが決まります。 

　峰山・大宮・丹後・弥栄のかたは竹野

川衛生センター、網野のかたは網野衛

生センター、久美浜のかたは久美浜衛

生センターとなります。 

　お申し込みいただいてから収集まで、

おおむね４、５日かかります。 

携帯ウェブサイトについては、企画政策部情報システム課【☎69-0130】へお問い合わせください。 

７．受信者情報画面が表示されます。（右図） 

８．「タイトル検索」で、受信したいタイトルを検索し、受信選択してください。 

 

受信者情報管理画面について 

　受信者情報管理画面は、利用者がご自身の登録情報を管理するものです。 

　受信するタイトルの変更、メールアドレスの変更・登録解除などの手続き

を行っていただく重要な画面ですので、管理用ＵＲＬは大切に保管して

ください。 

受信者情報管理画面 

受信登録者様 
ＴＯＰ 
 
１）タイトル検索 
２）登録済タイトル一覧 
３）メールアドレス変更 
４）受信者登録の解除 

【ご注意】 

　携帯電話などで、ドメイン指定受信をされているかたは、本サービスからの配信メールが受信できませ

んので、あらかじめドメイン指定に　kyotango.net　を追加し、メールを受信できる状態にしてか

ら受信者登録を行ってください。 

メール配信サービスをご利用くださいメール配信サービスをご利用ください メール配信サービスをご利用ください 

市役所情報をメールでお知らせ 市役所情報をメールでお知らせ 

ＱＲコード 

携帯ウェブサイト画面 

京丹後市携帯WＥＢ 
サイトにようこそ 

 
　トップページ 
 
　［1］市役所庁舎情報 
　［2］部署別連絡先 
　［3］機関別連絡先 
　［4］休日診療医院 
　［5］メールサービス 
　［6］し尿汲取申し込み 
　［7］お問い合わせ 
 

京丹後市役所 
〒629-8567 

京都府京丹後市峰山町 
杉谷889番地 

TEL:0772-69-0001 
FAX:0772-69-0901
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　このサービスは、京丹後市の学校内や登下校時の不

審者情報、学校に関する緊急な情報を発信します。 

　主な情報は次のとおりです。 

 

　①学校内への不審者侵入情報 

　②登下校時の不審者出没情報 

　③児童、生徒への危険が予想される事態の情報 

　④気象警報発令に伴う学校対応の情報 

 

 

このサービスは、 

教育委員会が情報を発信します。 

不審者などのお知らせ  

 

　このサービスは、京丹後市内で災害などが発生した

場合に以下の情報を発信します。 

 

　①冠水、通行止めなどの道路情報 

　②河川、海岸などの警戒情報 

　③避難勧告、避難指示などの避難情報 

　④避難所の開設、運営状況 

　⑤市役所などの運営情報 

　⑥ライフライン情報 

 

このサービスは、 

災害対策本部が情報を発信します。 

災害情報のお知らせ 

 

 

　毎月の乳幼児健診の情報（日時・場所）を配信します。 

　お住まいの、地域を選択し、お子さんの生年月日を

入力していただくと、お子さんが該当する乳幼児健診

を事前に登録された情報端末へお知らせします（お知

らせする健診は、４か月児健診、離乳食教室、10か月児

健診、１歳６か月児健診、２歳６か月児歯科健診、３歳

児健診です）。 

　また、急な日程変更や、講演会の予定・育児情報など

も配信する予定にしています。 

 

 

 

このサービスは、 

健康推進課が情報を発信します。 

乳幼児健診のお知らせ  

 

　お子さんの感染症予防に欠かせない予防接種につ

いての情報を配信します。 

　お子さんの生年月日を入力していただくと、誕生月

や対象となる予防接種の時期に合わせ情報を配信し

ます。また、新たな予防接種情報も、いち早くお知らせ

します。 

 

　乳幼児の健診のお知らせ・予防接種のお知らせでは、

今後の実施予定を、登録端末から見ることができます。 

　日程表などを失ってしまった場合、次の開催日を確

認したい場合など、その場で確認できます。 

 

このサービスは、 

健康推進課が情報を発信します。 

予防接種のお知らせ 

メール 
配信 
サービス 

メール 
配信 
サービス 

メール配信サービスでは、メール配信サービスでは、４つのお知らせを配信します４つのお知らせを配信します メール配信サービスでは、４つのお知らせを配信します 

メールサービスで受信者登録するには 

１．メールサービスメニューの中から「サービスを利用」を選択すると、メ

ールサービスのトップ画面が表示されます。 

２．「受信者登録」を選択して、メールアドレスを入力し、仮登録を行います。 

３．仮登録完了のメールが届きます。 

４．仮登録完了のメール本文内に、本登録用のＵＲＬがあるので、ＵＲＬ

からサイトに接続し、本登録を行います。 

５．本登録完了のメールが届きます。 

６．本登録完了のメール本文内に、管理用ＵＲＬがあるので、ＵＲＬから

サイトに接続します。 

※管理用ＵＲＬを紛失された場合は、メールサービスのトップ画面から

再発行することができます 

メールサービスのトップ画面 

ＴＯＰ 
 
１）タイトル一覧 
　 １：部署別検索 
　 ２：五十音順検索 
 
２）バックナンバタイトル一覧 
　 １：部署別検索 
　 ２：五十音順検索 
 
３）行事予定表 
４）受信者登録 
５）受信者管理用ＵＲＬ再発行 

平成17年８月 
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シリーズシリーズ 

地球温暖化防止④地球温暖化防止④ 

シリーズ 

地球温暖化防止④ 

Ⅳ
　
日
本
の
現
状
と
予
測 

日
本
へ
の
温
暖
化
の
影
響
は
？ 

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス 

　
　
　
　
排
出
量
の
現
状
は
？ 

 

               

前
回
も
報
告
し
た
と
お
り
、
日
本
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
六
％
で
す
が
、
二
〇

〇
三
年
の
排
出
量
は
、
京
都
議
定
書
の
基
準

年
で
あ
る
一
九
九
〇
年
と
比
べ
て
約
八
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り
、
京
都
議
定
書
で
世
界
に
約
束
し

た
削
減
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
二
〇
一
二

年
ま
で
に
約
一
四
％
も
削
減
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
球
全
体
で
は
二
酸
化
炭
素
の
温

室
効
果
へ
の
影
響
の
度
合
い
が
約
七
〇
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
約
九
四
％
と
非

常
に
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
他
の
国
と

比
べ
石
炭
・
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
の
利
用

削
減
が
、
よ
り
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。 

 

こ
の
二
酸
化
炭
素
だ
け
で
み
る
と
、
基
準

年
度
と
比
べ
て
約
一
二
％
も
増

加
し
て
お
り
、
国
民
一
人
当
た

り
で
も
約
九
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
部
門
別
で
は
、
工
業

プ
ロ
セ
ス
部
門
が
わ
ず
か
に
減

少
し
、
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
が
、

廃
棄
物
処
理
（
三
八
％
増
）
、

オ
フ
ィ
ス
業
務
を
中
心
と
す
る

業
務
そ
の
他
部
門
（
三
六
％
増
）
、

家
庭
部
門
（
三
一
％
増
）
、
運

輸
部
門
（
二
〇
％
増
）
で
は
、
い
ず
れ
も
高

い
伸
び
率
を
示
し
て
い
ま
す
。 

      

前
回
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
日
本
の
平
均
気

温
は
二
十
世
紀
の
百
年
間
で
約
一
度
上
昇
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
世
界
全
体
が
〇
・
六
度
の
上
昇
で

あ
っ
た
の
と
比
べ
て
非
常
に
大
き
な
数
字
で

す
。 

各温室効果ガスの地球温暖化への影響度 

日本の二酸化炭素総排出量と一人当たり排出量の推移 

日本は二酸化炭素の割合が高い　＝　化石燃料の利用が主な原因 

IPCC第３次評価報告書第１作業部会資料（2001） 
および環境省ホームページから作成 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 10％ 30％ 50％ 70％ 90％ 

一人あたり排出量 

90

1000

1050

1100

1150

1200

1250

1300

91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03
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8.2

8.4

8.6

8.8

9

9.2

9.4

9.6

9.8

10

総排出量 

増えつづけてい 
る二酸化炭素 

﹇
一
人
あ
た
り
排
出
量:

ト
ン 

人
﹈ 

﹇
総
排
出
量:

百
万
ト
ン
﹈ 

出所：環境省ホームページ 

二酸化酸素 

二酸化酸素 メタン その他 

 

/

日
本 

地
球
全
体 

 

　
気
象
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
均
気
温
の

上
昇
に
加
え
て
、
平
年
に
比
べ
て
極
端
に
気

温
の
高
い
異
常
高
温
の
発
生
数
が
増
加
し
て

お
り
、
逆
に
極
端
に
気
温
の
低
い
異
常
低
温

の
発
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

異
常
少
雨
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
猛
暑
の
夏

と
冷
夏
と
の
変
動
幅
の
拡
大
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

降
水
量
の
年
平
均
値
は
百
年
間
で
六
・
六

％
減
少
し
て
お
り
、
特
に
冬
の
降
水
量
は
二

〇
％
以
上
も
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

動
植
物
に
お
い
て
は
、
桜
の
開
花
や
紅
葉

の
時
期
が
ず
れ
た
り
、
ま
た
、
か
つ
て
は
九

州
よ
り
北
に
は
生
息
し
て
い
な
い
と
さ
れ
た

害
虫
の
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
が
関

東
地
方
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

温
暖
化
が
一
因
と
な
っ
て
い
る

と
お
も
わ
れ
る
影
響
が
現
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
。 

     

今
年
五
月
に
気
象
庁
か
ら
百

年
後
の
日
本
付
近
の
気
候
変
化

予
測
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
気
温
は
年

間
平
均
で
二
〜
三
度
上
昇
し
、

東
京
が
今
の
鹿
児
島
付
近
の
気

温
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

西
日
本
の
日
本
海
側
で
は
、

冬
日
（
最
低
気
温
が
〇
度

以
下
の
日
）
は
十
〜
二
十

日
減
少
し
、
熱
帯
夜
の
日
（
最
低
気

温
二
十
五
度
以
上
の
日
）
は
二
十
日

程
度
増
加
し
ま
す
。 

 

降
水
に
つ
い
て
は
、
冬
は
減
少
、

夏
期
は
増
加
と
な
り
、
梅
雨
明
け
が

お
く
れ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

降
雪
量
は
、
降
水
量
の
減
少
と
気
温

の
上
昇
に
よ
り
、
影
響
が
大
き
い
と

こ
ろ
で
は
現
在
の
半
分
程
度
に
な
り

ま
す
。 

      

温
暖
化
が
進
ん
で
最
も
深
刻
な
影

響
を
受
け
る
の
は
、
食
料
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

国
内
の
農
業
生
産
は
温
暖
化
に
よ
る
マ
イ

ナ
ス
面
も
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
た
め
、
全
体
と

し
て
は
現
状
の
収
穫
を
確
保
で
き
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
ご
と
で
見
れ
ば
様
々

な
影
響
を
受
け
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
日
本
の
代
表
的
食
料
で
あ
る

米
は
、
東
北
・
北
海
道
地
方
で
は
増
収
と
な

り
ま
す
が
、
現
在
の
栽
培
方
法
の
ま
ま
で
は
、

北
陸
・
関
東
以
西
で
は
一
〇
％
以
上
の
減
収

と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ほ
か
の
作
物
に
つ
い
て
も
、
気
温
や
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
上
昇
に
よ
っ
て
現
れ
る
各
作

物
へ
の
様
々
な
影
響
に
対
応
し
て
、
品
種
改

良
や
転
換
、
作
期
調
整
、
病
虫
害
予
防
の
徹

底
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

漁
業
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
漁
獲
量
自
体

に
は
あ
ま
り
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
魚
種

や
漁
場
の
転
換
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
食
糧
問
題
で
最
も
深
刻
な
の
は
、
輸
入
食

料
へ
の
影
響
で
す
。 

　
日
本
は
、
食
糧
自
給
率
が
四
〇
％
に
ま
で

低
下
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
二
〇
五
〇
年
ま

で
に
は
ア
ジ
ア
の
食
糧
必
要
量
が
今
の
二
倍

に
達
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
輸
入
食
糧
の

確
保
が
政
治
・
経
済
的
な
大
き
な
課
題
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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百
年
後
の
日
本
の
気
候
は
？ 

食
料
危
機
が
起
こ
る
？ 

二酸化炭素の部門別排出内訳（2003年度） 

部門別二酸化炭素排出量の推移 

出所：環境省ホームページ 

エネルギー変換　7％ 

産業部門産業部門 
3737％ 

業務その他業務その他 
部門部門 
1616％ 

産業部門 
37％ 

業務その他 
部門 
16％ 

家庭家庭部門部門 
1313％ 

運輸部門運輸部門 
2121％ 

家庭部門 
13％ 

運輸部門 
21％ 

廃棄物　2％ 工業プロセス　4％ 

総排出量 

12億5900万㌧
（2003年度） 

産業部門 

運輸部門 

業務その他部門 

家庭部門 

エネルギー変換 

工業プロセス 

廃棄物 

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03

出所：環境省ホームページ 

400
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0
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日　時　８月28日（日）　7：30～ 
場　所　京丹後市全域（各町の避難場所で実施） 

○災害対策本部（支部）訓練 

 　災害対策本部（支部）運営訓練、職員参集訓練お

よび情報伝達収集訓練 

　 10：00　すべての訓練終了予定 

　午前７時30分、丹後半島北西沖合の海域から京丹後市大宮町口大野付近に至る郷村

断層を震源域とする大地震が発生し、京丹後市内で震度６強を観測。地震規模をマグニ

チュード6.7とした地震並びに津波を想定した「京丹後市総合防災訓練」を実施します。 

　みなさんのご協力をお願いします。 

注意事項 

　峰山防災広場（市役所前駐車場）は、

当日の訓練会場となりますので、８月

26日（金）の18：00から閉鎖します。 

ご協力をお願いします。 

　区役員のかたの指示に従い、

単独行動はしないでください。 

　気象警報が発令され訓練を中

止する場合は、7：30のサイレ

ン吹鳴は行いません。 

内　容 

○各町での訓練 

　　7：30　地震発生（訓練開始）のサイレン（20秒間） 

  7：35　避難指示サイレン（45秒を２回・大規模地震防災信号） 

防災無線による放送（峰山町・網野町・丹後町） 

避難訓練開始�各避難場所に移動 

　　8：00　各避難場所での訓練開始 

 　　　　　　初期消火訓練、救急救護訓練 

　　　　　　　情報収集・伝達訓練ほか 

　　9：00　各避難場所での訓練終了予定 

○集団救急事故対応訓練【峰山防災広場（市役所前駐車場）】 

 7 ：50  ＫＴＲ車両とマイクロバスの衝突により多数 

　　　　の負傷者が発生した事故を想定。消防署や消 

　　　　防団をはじめ北丹医師会、宮津与謝消防組合 

　　　　消防本部の協力を得て、トリアージ（患者を 

　　　　緊急度や重症度の程度に応じて分類化し、治 

　　　　療の優先順位をつける作業）を中心とした 

　　　　救急、救助訓練などを実施 

　9：15  訓練終了予定 

「京丹後市総合防災訓練」「京丹後市総合防災訓練」 
ご協力をお願いしますご協力をお願いします 
「京丹後市総合防災訓練」 
ご協力をお願いします 

地震発生！そのときどうする？地震発生！そのときどうする？ 地震発生！そのときどうする？ 

　火の元、戸締りを確認してか

らご参加ください。 

　地区の事情により訓練の内容

が変更される場合があります。 

　地震が発生したときの「心得」や「避難場所」

などについては、ご家庭に配布します「京丹

後市防災マップ」をご覧ください。 

お願い お願い 
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あなたの家庭では、夫婦のどちらが主に次のことをしていますか Ｑ 

　アンケート結果によると、「家事」や「子育て」においては、平日・休日ともに女性が多く担っている

ことがわかります。では、具体的に家庭内における夫婦の役割分担についてみてみましょう。 

　女性では「食事のしたく」、男性では「区や隣組の会議、行事」と回答したかたが最も多い結果となっ

ており、女性は「家事」、男性は「社会活動」や「仕事」といった役割になっているようです。 

生活費を得る 

食品などの買い物 

食事のしたく 

食事の後片づけ 

ごみ出し 

部屋の掃除 

風呂の掃除 

洗濯 

洗濯物を干す 

家計の管理 

子どものしつけ、世話 

学校、ＰＴＡ 

親や病院の介護、看護 

区や隣組の会議、行事 

農作業 

住民意識調査住民意識調査 住民意識調査 
　今回は、家庭生活における男女の意識についてご紹介します。 

１日の生活時間の内訳はどうですか Ｑ 

　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

　
男女

共同参画社会をめざして

平　日 

仕
事 

男性 

主に夫　　　　夫婦同程度 

主に妻　　　　夫婦以外　　　　　無回答 

女性 家
事 

子
育
て 

介
護
・ 

　
看
護 

余
暇 

休　日 

仕
事 

男性 

女性 家
事 

子
育
て 

介
護
・ 

　
看
護 

余
暇 

4：30 4：36

3：30
3：06

7：48

5：25

7：36

4：12

2：18

0：54

9：06

7：54

0：36

3：00

1：36

5：12

2：24

3：18
4：18

3：18

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 49.8 49.8 49.8 33.133.1 5.75.7
0.60.6

10.910.933.1 5.7
0.6

10.9

 2.9 2.9 11.211.2 77.877.8 1.51.5 6.66.6 2.9 11.2 77.8 1.5 6.6

1.31.3 4.54.5 84.984.9 1.51.5 7.87.81.3 4.5 84.9 1.5 7.8

1.31.3 9.69.6 79.679.6 1.51.5 7.97.91.3 9.6 79.6 1.5 7.9

21.121.1 13.013.0 55.455.4 3.63.6 7.07.021.1 13.0 55.4 3.6 7.0

3.23.2 12.612.6 76.876.8 0.60.6 6.86.83.2 12.6 76.8 0.6 6.8

10.310.3 13.213.2 60.960.9 8.68.6 6.86.810.3 13.2 60.9 8.6 6.8

2.12.1 6.86.8 82.882.8 1.51.5 6.76.72.1 6.8 82.8 1.5 6.7

2.52.5 8.68.6 78.878.8 2.52.5 7.57.5

14.814.8 17.617.6 58.958.9 0.40.4 8.48.4

0.90.9 30.930.9 37.937.9 1.71.7 28.728.7

5.75.7 22.422.4 32.232.2 1.81.8 37.937.9

2.02.0 15.815.8 32.232.2 2.62.6 47.447.4

63.063.0 16.716.7 5.95.9 2.82.8 11.611.6

35.335.3 14.414.4 6.06.0 8.98.9 35.435.4

2.5 8.6 78.8 2.5 7.5

14.8 17.6 58.9 0.4 8.4

0.9 30.9 37.9 1.7 28.7

5.7 22.4 32.2 1.8 37.9

2.0 15.8 32.2 2.6 47.4

63.0 16.7 5.9 2.8 11.6

35.3 14.4 6.0 8.9 35.4
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増えています　トラブル！ 増えています　トラブル！ 気をつけて！！気をつけて！！ 気をつけて！！気をつけて！！ 気をつけて！！ 
　最近、市内において、一人暮らしの高齢者のかたを訪問し、排水設備の点検や修理を強引に行

って、数十万円という多額の請求をするなどのトラブルが頻繁に発生しています。 

　また、他の地域では、数十万円にのぼる契約を結ばされ、不必要な工事までされたという事例

も報告されています。 

　訪問業者の中には、このような「悪意」のある業者もいますので、十分ご注意ください。 

「排水管の無料点検」などと言って家にあがりこんだ後、言いなりになって契約すると、屋根工

事、外壁工事、風呂工事と次々に契約をさせられることもあります。 

　不審な業者が、家庭を訪問した場合は、次のような対応が必要です。 

●不意に訪れて、 

　　　　簡単に見られないところを点検する業者に注意しましょう。 

●すぐに契約せず、 

　　　　本当に工事が必要かどうか、 

　　　　　　　　　知り合いや地元の工務店などに相談しましょう。 

資料：日本訪問販売協会 
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 そのようなときは、消費者のかたが申し込みや契約をして、契約書面を受領した日を含めて

一定期間内であれば、ハガキなどで申し込みの取り消しや、契約の取りやめを通知することに

より、無条件で契約を白紙に戻すことができます。 

 これを「クーリングオフ制度」（頭を冷やして考える期間を置くという意味）といいます。 

 ただし、「クーリングオフ制度」が使えるのは、下記の場合に限られます 。 

○価格が3,000円以下のものを買った場合 

○化粧品など消耗品を買い、その一部を使った場合 

　（布団、学習教材、下着などは消耗品ではありません） 

○乗用自動車を買った場合 

○法律で「クーリングオフ」が認められていない商品・

役務（サービス）を買った場合 

○通信販売で買った場合 

訪問販売などで契約をしてしまったが、解約をしたい・・訪問販売などで契約をしてしまったが、解約をしたい・・・ 訪問販売などで契約をしてしまったが、解約をしたい・・・ 

内　　　　　　　　　　容 

訪問販売員による訪問を受け、商品の申し込みした場合 

電話などによる勧誘を受け、申し込みした場合 

商品などを購入した際に、販売員として勧誘され、商品

を売ったり、次の販売員を獲得すれば収入が得られると

言われ、次々と消費者や販売員を拡大していくもの 

身体の美化や知識の向上などを目的として、継続的にサ

ービスを受けた場合（エステ、語学教室、家庭教師、学

習塾、パソコン教室、結婚相手の紹介サービスなど） 

仕事を提供するので収入が得られると勧誘され、仕事に

必要な商品などを買わされて代金を支払った場合 

クーリングオフの 

できる期間 

８日 

８日 

 

20日 

 

 

８日 

 

20日 

区　　　　分 

訪問販売 

電話勧誘販売 

連鎖販売取引 

　　　（マルチ商法） 

 

特定継続的役務提供 

 

業務提供誘引販売 

（内職・モニター商法） 

ただし、次の場合はただし、次の場合は 

「クーリングオフ」はできませんので「クーリングオフ」はできませんので、 

　　　　　　　　　　　ご注意ください　　　　　　　　　　　ご注意ください。 

ただし、次の場合は 

「クーリングオフ」はできませんので、 

　　　　　　　　　　　ご注意ください。 

クーリングオフのハガキの書き方（例） 

 京都府消費生活科学センター（☎075-821-0210） 

 ヤミ金融専用窓口（消費者科学センター内☎075-821-8379） 

 架空請求110番（消費者科学センター内☎075-821-8822） 

 消費生活週末（土・日）電話相談（☎075-257-9002・年末年始は除きます） 

 京都府丹後広域振興局商工観光室（☎62-4304） 

 商工振興課（☎69-0440）または市民局地域事業課 

●
申
込
（
契
約
）
日
　
平
成
○
年
○
月
○
日 

●
販
売
会
社
（
店
）
名 

●
商
品
お
よ
び
金
額 

●
担
当
者
名 

 

右
記
の
日
付
の
申
し
込
み
を
撤
回 

 

（
ま
た
は
契
約
を
解
除
）
し
ま
す

。 

 

　
　
　
な
お
既
支
払
額
の
○
○
円
を
返
金
し 

 

　
　
　
商
品
を
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い

。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
○
年
○
月
○
日 

 

　
　
住
所 

 

　
　
氏
名 

クーリングオフの効果 

・支払ったお金は、全額返金されます。 

・商品の引取料金は業者負担で、損害賠償や違

約金を支払う必要もありません。 

ハガキの両面をコピーし、配達記録郵便・簡

易書留または内容証明郵便で出し、郵便受領

書と一緒に保管しましょう。 

困ったときは、一人で悩まずできるだけ早く相談窓口に相談しましょう。 

相談窓口 
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日本整形外科学会専門医 

日本リウマチ学会専門医 

日本リハビリテーション 

　　認定医・学会専門医 

 

専門 

　整形外科一般・外傷外科 

 

中部整形外科学会 

脊椎外科学会 

手の外科学会 

日本マイクロサージャリー学会 

日本リウマチ学会 

リハビリテーション学会 

　　　などの専門医・評議員・

会員などを務める 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 

〜
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
〜

〜
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
〜 
〜
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
〜 

　
「
骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
、

骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
よ
」、「
正
座
し
た

ら
ひ
ざ
が
曲
が
っ
て
き
て
水
が
た
ま
り

ま
す
よ
」、「
肩
が
痛
い
の
は
五
十
肩
だ

か
ら
ね
」
、
こ
れ
ら
は
整
形
外
来
で
よ

く
聞
か
れ
る
会
話
で
す
。 

　
手
の
し
び
れ
や
痛
み
、
は
れ
の
多
く

は
、
腱
鞘
（
け
ん
し
ょ
う
）（
※
）
内
の

代
謝
が
悪
く
な
り
、
腱
の
滑
走
（
す
べ

り
）
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
た
め
に

お
こ
る
『
腱
鞘
炎
』
が
原
因
で
す
。
昔

は
こ
れ
を
「
神
経
痛
」
や
「
リ
ウ
マ
チ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
『
痛
い
』
と
『
老
い
』
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
『
腱
鞘
炎
』
は
、
更

年
期
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
が
、

使
い
過
ぎ
が
原
因
で
す
。
私
は
、
「
運

動
器
官
の
老
化
」
を
防
ぐ
に
は
、
適
度

な
運
動
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、【
歩
く
】。
歩
き
な
が
ら
考
え

る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
【
歩

く
】
の
は
、
主
に
反
射
で
行
わ
れ
、
大

脳
皮
質
か
ら
の
命
令
は
あ
ま
り
要
し
ま

せ
ん
。【
歩
く
】
こ
と
は
、
反
射
機
能
・

平
衡
機
能
の
賦
活
（
ふ
か
つ
・
訓
練
）

（
※
）
に
も
た
い
へ
ん
い
い
こ
と
で
す
。 

　
次
に
、【
字
を
書
く
】。
字
を
書
き
な

が
ら
話
を
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
、

【
字
を
書
く
】
こ
と
は
、
高
次
機
能
を

必
要
と
し
、
脳
の
皮
質
か
ら
の
き
ち
ん

と
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
適
度
に
歩
い
た
り
、
適
度
に

友
人
に
手
紙
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
、

運
動
器
官
の
老
化
防
止
に
よ
い
こ
と
で

す
。 

　
無
理
な
運
動
・
労
働
は
よ
く
な
い
、

正
座
は
止
め
、
い
す
の
生
活
を
し
、
ト

イ
レ
は
洋
式
に
す
る
、
二
階
へ
の
上
が

り
降
り
に
は
手
す
り
を
利
用
す
る
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
基
本
で
す
。 

　
し
か
し
、
実
際
に
は
、
私
も
車
に
乗

り
、
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
を
利
用
し
て
い

る
の
で
、
肩
や
腰
は
痛
い
し
、
漢
字
は

忘
れ
、
手
紙
も
自
筆
で
は
書
け
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
明
日
か
ら
は
、
畑
に
歩
い
て
行
き
、

山
口
の
故
郷
の
友
人
に
手
紙
を
書
こ
う

と
思
い
ま
す
。 

 

※
腱
鞘
…
腱
を
包
ん
で
い
る
、
滑
液
を

　
　
　
　
含
ん
だ
袋 

※
賦
活
…
活
力
を
与
え
る
こ
と
。
活
性

　
　
　
　
化
さ
せ
る
こ
と 

財団法人 

　丹後中央病院 

　　西島　直城院長 

ただいま「総合検診」を実施しています！ただいま「総合検診」を実施しています！ ただいま「総合検診」を実施しています！ 
 今年も５月から９月にかけて、「総合検診」を実施しています。

網野地域からスタートし、久美浜、弥栄、丹後地域を終了しました。 

 健康診断を受ける理由は、体に潜んでいる病気の早期発見、早期

治療のためです。「健康だ」と思っていても、知らない間に病は進

行していることもあります。早めに見つけ、早めに手を打つことが

肝心です。ひとの身体は、毎日変化しています。年に１回は検診を

受け、また異常を感じたらすぐに診察をうけることをお勧めします。 

 現在は、峰山地域で実施し、8月下旬からは大宮地域で行います。

　既に、ご自分の地域での検診が終わってしまった場合や、都合が

つかずに受診できなかったかたでも、まだ大丈夫です。 

 自分の健康を確かめる大切な機会を逃さないように、ご家族やお

友達を誘いあって受診してください。 

 検診のお申し込みをご希望のかたは、健康推進課（☎69-0350）

へお問い合わせください。 
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①カルシウムの摂取（乳製品、豆、緑黄色野菜に多く含まれます） 

②ビタミンDの摂取（いわしなどの青背の魚やきのこ類に多く含まれます） 

③適度な運動 

※運動は、必要に応じて主治医と相談するなど、無理のないように行いましょう。 

 今年度、60歳以上の女性のかたを対象に、「骨粗しょう症予防教室」を市民局

ごとに計画しています。日程は、広報紙などでご案内いたしますが、詳しくは、

健康推進課（☎69-0350）へお問い合わせください。 

骨粗しょう症をご存じですか？骨粗しょう症をご存じですか？  骨粗しょう症をご存じですか？  

●フラミンゴ立ち 
●壁を使った腕立て伏せ 

●手首の骨を鍛える運動 

１セット10回を１日３回 

１セット10回を１日３回 

（かかとをあげて5秒静止） 
１回約１分を１日３回 

（太ももの付け根に約3倍の負荷がかかります） 
 1セット10回を１日３回 

（２人で握手した状態で、反対方向に力を入れる） 

室内でもできる骨を丈夫にする簡単な運動 

●つまさき立ち 

～骨粗しょう症予防に効果的なこと～ 

　「骨粗しょう症」は、大根に「ス」が入ったように、骨がスカスカになり、もろく骨折しや

すくなる状態をいいます。 

　「背中、腰が痛む」、「背中、腰が丸くなる」、「背が低くなる」が３大症状です。一番恐いの

は、知らない間に骨が弱くなり、わず

かな力が加わっただけで骨折してしま

い、日常生活に大きな支障をきたすよ

うになることです。 

　市では、骨密度測定検査（かかとの

骨の骨量を調べる超音波検査）を実施

し、平成16年度には、受検されたか

たの７割が「骨粗しょう症」の何らか

の予防が必要という結果がでています。 

 ぜひ、若いうちから自分の骨密度を

測定し、骨粗しょう症予防に努めまし

ょう！ 

平成16年度　京丹後市骨粗しょう症検診 

判定結果（20歳～58歳女性） 

正常域 

境界域 

注意域（症状なし） 

注意域（症状あり） 

こんにちは！保健師ですこんにちは！保健師です

442人 
30％ 

892人 61％ 

81人 
6％ 

51人 
3％ 
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京
丹
後
市
内
に
あ
る
病
院
の
医

師
や
看
護
師
、
福
祉
施
設
の
職
員

な
ど
で
組
織
す
る
京
丹
後
市
Ｎ
Ｓ

Ｔ
研
究
会
の
第
一
回
研
究
会
（
同

研
究
会
・
製
薬
会
社
共
催
）
が
、

七
月
二
日
、
久
美
浜
庁
舎
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
は
（N

u
tritio

n
 

su
p
p
o
rt te

a
m

＝
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
）
の
略
で
、
医
師
や
歯
科

医
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
、
言
語

療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
、
薬
剤
師

な
ど
職
種
の
異
な
る
専
門
職
の
メ

ン
バ
ー
が
力
を
あ
わ
せ
、
患
者
さ

ん
に
適
切
な
栄
養
管
理
を
行
う
チ

ー
ム
の
こ
と
。
疾
患
の
治
療
を
医

療
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
栄
養

面
か
ら
も
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
一

九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
提
唱

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

日
本
で
は
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら

全
国
の
病
院
で
設
立
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
年
二
月
末
現
在
の
設

立
数
は
三
百
を
超
え
て
い
ま
す
。 

　
研
究
会
で
は
、
滋
賀
医
科
大
学
・

佐
々
木
雅
也
医
師
が
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

特
別
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
内

の
各
施
設
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
現
状
が
報

告
さ
れ
、
集
ま
っ
た
市
内
の
医
療

関
係
者
や
施
設
関
係
者
な
ど
約
百

二
十
人
が
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
佐
々
木
医
師
は
、
「
栄

養
不
良
が
改
善
し
て
も
、
患
者
は

劇
的
に
は
よ
く
な
ら
な
い
が
、
栄

養
状
態
が
悪
い
と
、
患
者
は
劇
的

に
症
状
が
悪
化
す
る
」
と
栄
養
管

理
が
病
気
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
「
口
か

ら
食
べ
る
こ
と(

経
口
摂
取
）
が
最

良
の
栄
養
補
給
で
あ
る
」
と
摂
食

の
重
要
性
を
強
調
。 

　
同
研
究
会
で
は
、
今
後
、
年
二

回
程
度
の
割
合
で
研
究
会
を
行
い
、

丹
後
地
域
で
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
に
つ

い
て
病
院
・
施
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、

在
宅
で
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て

議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

　
久
美
浜
一
区
で
は
、
季
節
行
事

を
大
切
に
し
た
「
ま
ち
お
こ
し
」

を
し
よ
う
と
、
今
回
は
じ
め
て
「
七

夕
祭
」
を
計
画
。
七
月
二
日
か
ら

十
日
ま
で
の
九
日
間
、
同
地
区
内

の
公
民
館
や
各
家
庭
の
軒
先
き
に

七
夕
飾
り
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ

ま
し
た 

　
こ
の
祭
は
、
「
み
ん
な
一
緒
に
、

夏
を
楽
し
く
」
と
題
し
、
豪
商
稲

葉
本
家
管
理
運
営
委
員
会
（
稲
葉

久
仁
雄
委
員
長
）
が
主
催
し
た
も

の
。
同
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

豪
商
稲
葉
本
家
を
中
心
に
「
ひ
な

ま
つ
り
」
や
「
端
午
の
節
句
〜
鯉

の
ぼ
り
・
武
者
人
形
祭
」
な
ど
を

季
節
行
事
に
あ
わ
せ
て
開
い
て
い

ま
す
。
特
に
、
端
午
の
節
句
に
は
、

各
家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
鯉
の

ぼ
り
を
ま
ち
の
各
所
に
展
示
し
た

ほ
か
、
ま
ち
の
中
心
を
流
れ
る
久

美
谷
川
に
渡
す
な
ど
し
て
、
地
区

全
体
で
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
今
回
の
七
夕
飾
り
も
、
紙
飾
り

や
短
冊
は
地
区
の
女
性
の
か
た
に

お
願
い
し
制
作
。
飾

り
付
け
は
、
各
区
の

子
ど
も
会
な
ど
に
依

頼
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
色
と
り
ど
り
の
紙

飾
り
や
、
願
い
ご
と

が
書
か
れ
た
短
冊
を

付
け
た
七
夕
飾
り
が
、

通
り
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
ら
れ
、
期
間

中
は
、
町
中
が
七
夕

一
色
の
雰
囲
気
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

み
ん
な
一
緒
に
夏
を
楽
し
く 

七
夕
飾
り
で
ま
ち
お
こ
し

七
夕
飾
り
で
ま
ち
お
こ
し 

七
夕
飾
り
で
ま
ち
お
こ
し

七
夕
飾
り
で
ま
ち
お
こ
し 

七
夕
飾
り
で
ま
ち
お
こ
し 

栄養面からの治療を考える栄養面からの治療を考える 栄養面からの治療を考える 

京丹後市ＮＳＴ研究会設立 京丹後京丹後市ＮＳＮＳＴ研究会設立研究会設立 京丹後市ＮＳＴ研究会設立 

豪商稲葉本家の玄関にも七夕飾りが飾られた 

ビデオプロジェクターを使っての佐々木医師の特別講

演に熱心に聞き入る研究会参加者 
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六
月
二
十
六
日
、
梅
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
強
烈
な
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

天
候
の
な
か
、
「
第
二
回
京
丹
後

市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
市
民
大
会
」

が
開
か
れ
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー
レ

ー
シ
ン
グ
競
技
場
で
は
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
市
内
各
地
か
ら
職

場
、
友
人
同
士
な
ど
で
結
成
さ
れ

た
男
子
三
十
五
ク
ル
ー
・
女
子
十

五
ク
ル
ー
の
計
五
十
ク
ル
ー
が
出

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
ク

ル
ー
が
、
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
出
場
。
久
美

浜
湾
を
カ
ラ
フ
ル
に
彩
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
レ
ー
ス
は
、
女
子
第
一
予
選
か

ら
男
子
フ
ァ
イ
ナ
ル
Ａ
ま
で
全
二

十
三
レ
ー
ス
。
男
子
フ
ァ
イ
ナ
ル

（
五
百
�
）
以
外
は
す
べ
て
三
百

�
で
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
ク
ル

ー
は
、
上
位
を
め
ざ
し
水
し
ぶ
き

を
上
げ
な
が
ら
懸
命
に
パ
ド
ル
を

漕
い
で
い
ま
し
た
。 

　
レ
ー
ス
の
結
果
、
男
子
は
「
Ｓ

Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
」
が
、
ま
た
、
女
子

は
「
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
ズ
」
が
優
勝
。

男
女
と
も
に
両
ク
ル
ー
が
見
事
に

二
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
男
女
上
位
十
二
ク
ル
ー

は
八
月
七
日
に
同
競
技
場
で
開
か

れ
る
「
二
〇
〇
五
京
丹
後
市
ド
ラ

ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
（
メ
ロ

ン
カ
ッ
プ
）
」
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。 

【女子】300m 

　①ゴッドマザーズ（西垣睦子さん）　　　2分20秒96 

　②佐濃かんばるデイ（香川龍法さん）　　2分24秒51 

　③甲山ホライズン（平林伊都子さん）　　2分24秒94 

　④丙安（奥田端穂さん）　　　　　　　　2分31秒66 

　⑤ギョ・ギョ・ギョファミリー（藤本江見さん）　　2分34秒19 

　⑥ぴんからきりまで（柴田紀美世さん）　2分35秒88 

【男子】500m 

　①ＳＥＩＲＹＵ（西垣隆三さん）　　　　3分26秒26 

　②若じじ岩（三鍋康幸さん）　　　　　　3分26秒32 

　③日進龍進会（山下賢さん）　　　　　　3分28秒61 

　④タロウ・ウラシマ・ 

　　ス－パ－・ロ－リング・サンダ－（山崎慎太郎さん）　3分34秒19 

　⑤八州連合（岡田昌基さん）　　　　　　3分40秒55 

　⑥チーム盛り上がり隊（若松和彦さん）　3分47秒93

レースの結果 
*（　　）内は代表者名 

強烈な日ざしの中で熱戦強烈な日ざしの中で熱戦 
第２回 

京丹後市ドラゴンカヌー 
市民大会 

優勝したＳＥＩＲＹＵ（男子）とゴッドマザー

ズ（女子）のクルー 

女子クルーの多くがおそろいのＴシャツ

やユニフォームで出場 豪快な水しぶきをあげ一斉にスタートするドラゴンカヌー 

昼
休
み
に
は
、
会
場
内
で
舞
鶴
海
上
保
安
部
、

久
美
浜
海
上
安
全
協
会
、
京
都
府
水
難
救
済

会
の
主
催
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
海
難
救

助
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

湾上をカラフルな衣装で彩り 

強烈な日ざしの中で熱戦強烈な日ざしの中で熱戦 強烈な日ざしの中で熱戦 

メ
ー
メ
ー

ト
ル
ト
ル

メ
ー
メ
ー

ト
ル
ト
ル
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弥
栄
町
鳥
取
に
「
あ
し
ぎ
ぬ
苑
」
と

い
う
記
念
庭
園
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。 

　
奈
良
の
正
倉
院
に
は
、
聖
武
（
し
ょ

う
む
）
天
皇
の
時
代
の
調
度
品
や
美
術

工
芸
品
、
古
文
書
を
は
じ
め
、
十
数
万

点
に
の
ぼ
る
「
正
倉
院
裂
（
ぎ
れ
）
」
と

言
わ
れ
る
染
織
物
や
布
な
ど
が
納
め
ら
れ
、

そ
の
中
に
、
「
丹
後
国
竹
野
郡
鳥
取
郷
深

田
里
戸
車
部
鯨
調
口
　
　
壱
　
　
長
六

丈
　
天
平
十
一
年
十
月
」
と
記
さ
れ
た
、

長
さ
六
丈
（
約
十
八
�
）
の
練
ら
ず
に

集
め
た
太
い
蚕
糸
で
織
り
上
げ
ら
れ
た

古
代
の
織
物
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
奈
良
時
代
に
全
国
各
地
か

ら
調
貢
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、
「
鳥
取

郷
」
と
は
今
の
「
弥
栄
町
」
で
、
全
国

の
ち
り
め
ん
生
産
量
の
約
六
割
を
ほ
こ

る
丹
後
機
業
地
の
草
分
け
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
先
人
の
遺
徳
を
し
の
び
、
昭
和

四
十
三
年
に
、
丹
後
ち
り
め
ん
発
祥
の

地
と
す
る
記
碑
と
と
も
に
記
念
庭
園
「
あ

し
ぎ
ぬ
苑
」
を
建
立
し
、
毎
年
「
あ
し

ぎ
ぬ
顕
彰
祭
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
三
十
七
回
目
を
迎
え
、
七
月
二
日
に

行
わ
れ
た
「
顕
彰
祭
」（
弥
栄
町
商
工
会

主
催
）
に
は
、
奥
田
京
都
府
丹
後
広
域

振
興
局
長
や
織
物
関
係
者
、
地
元
区
の

役
員
の
か
た
な
ど
約
五
十
人
が
参
加
。 

　
春
日
神
社
宮
司
の
神
事
に
続
き
、
弥

栄
町
商
工
会
の
今
度
勝
会
長
が
「
『
丹
後

織
物
』
は
、
な
ん
と
し
て
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
伝
統
産
業
で
す
。
関
係

機
関
と
連
携
し
て
努
力
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
先
人
の
技
術
と
努
力

に
深
い
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、
織
物

業
の
復
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

先人の遺徳をしのぶ 

テレビ電話を利用しテレビ電話を利用し 

福祉サービスの充実を図る福祉サービスの充実を図る 

テレビ電話を利用し 

福祉サービスの充実を図る 

　
市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ

し
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
か
た
を
対
象
に
、

『
テ
レ
ビ
電
話
』
を
利
用
し
て
手
話
な
ど
に

よ
り
連
絡
を
取
り
合
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実

験
を
七
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。 

　
実
証
実
験
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
提
供

を
受
け
た
『
テ
レ
ビ
電
話
』
を
、
市
内
の
聴

覚
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
や
手
話
通
訳

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
、
市
聴
覚
言
語
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
荒

山
）、
福
祉
事
務
所
な
ど
の
十
八
か
所
に
設
置

し
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
（
一
般
の
電
話
回
線
を
利
用

し
、
高
速
な
デ
ー
タ
送
受
信
が
可
能
な
サ
ー

ビ
ス
）
を
利
用
し
て
三
か
月
に
わ
た
っ
て
行

う
も
の
で
、
西
日
本
で
は
初
め
て
の
試
み
と

な
り
ま
す
。 

　
聴
覚
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
は
、
こ

れ
ま
で
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
、
パ
ソ
コ
ン
・

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
使
っ
て
連
絡
を
取
り

合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
双
方
向
性
で
な
い
こ

と
や
、
慣
れ
な
い
か
た
に
は
取
り
扱
い
が
困

難
で
あ
る
と
と
も
に
時
間
的
な
問
題
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
今
回
の
実
証
実
験
で
使
用
す
る
テ
レ
ビ
電

話
は
、
八
�
の
液
晶
大
画
面
で
見
や
す
く
、

操
作
も
す
べ
て
画
面
を
さ
わ
る
だ
け
の
「
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
」
方
式
で
手
軽
に
で
き
、
手
に

持
た
な
く
て
も
い
い
「
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
」
に

よ
り
両
手
を
使
っ
て
の
手
話
も
可
能
。
ま
た
、

タ
ッ
チ
ペ
ン
に
よ
る
文
字
入
力
も
可
能
で
、

筆
談
に
よ
る
意
思
疎
通
に
も
利
用
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

テレビ電話を通じて、 

　手話を使って連絡を取り合う市職員 

先人の努力に敬意を示すとともに、 

　　　　織物業の復興を願いました 

丹後ちりめんのルーツ丹後ちりめんのルーツ 

　　　　あしぎぬ（　　　　あしぎぬ（　　　　） 

丹後ちりめんのルーツ 

　　　　あしぎぬ（　　） 
メ
ー
メ
ー

ト
ル
ト
ル

イ
ン
イ
ン

チ
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宇
川
の
ア
ユ
釣
り
漁
の
解
禁
（
六
月
二
十
六
日
）
に
続
き
、

野
間
川
で
も
七
月
三
日
に
同
漁
が
解
禁
さ
れ
、
愛
好
家
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
昼
前
か
ら
雨
模
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
早
朝
か
ら
解
禁
を
待
ち
望
ん
で
い
た
愛
好
家

が
目
当
て
の
ポ
イ
ン
ト
で
長
竿
を
操
り
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、「
山
里
と
清
流
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
」
と
、

野
中
区
の
主
催
に
よ
る
恒
例
の
「
野
間
そ
ば
祭
り
」
も
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
か
た
は
、
見
事
な
腕
前
で
釣
り
上
げ

ら
れ
、
水
面
で
は
ね
る
銀
色
に
輝
く
ア
ユ
の
姿
を
な
が
め
な
が

ら
、
特
産
の
「
手
打
ち
そ
ば
」
や
「
ア
ユ
の
塩
焼
き
」
に
舌
鼓

を
う
っ
て
い
ま
し
た
。 

待望のアユ釣り漁解禁  待望のアユ釣り漁解禁 

山里と清流の恵みを味わって 山里と清流の恵みを味わって 

　市消防団による「夏季特別総合訓練」が、７月３日と10日に各町で開かれ、一糸乱れぬ規律と統制

のある訓練が披露されました。 

　この訓練は、消防団員の士気の高揚と消防技術の向上、また団員間の団結強化を目的に２年に一度開

催するもので、仕事を終えた後や休日を返上するなど長期間にわたって訓練が続けられてきました。 

　団員のみなさんは、梅雨さなかの蒸し暑い中にもかかわらず、指揮者の号令のもと、正確で敏速な諸

動作を次々と展開し、見学席からは盛んな拍手が贈られていました。 

強い団結力と優れた機動力 強い団結力と優れた機動力 市消防団　夏季特別総合訓練 市消防団　夏季特別総合訓練 

目の前で調理された新鮮なアユの塩焼き 

待望の解禁に早朝から 

多くの釣り人が竿を出しました 

峰　山 大　宮 

丹　後 弥　栄 

網　野 

久美浜 
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【７月26日～31日】 

【茨城県立大洗町総合運動公園】 

　 

 6月10日～12日に茨城県立スポ

ーツセンター体育館で開催された、

「全国中学生レスリング選手権大会」

に市内の中学生11人が出場し、次

のとおり優秀な成績を収めました。 

【優勝】 

　男子42㎏級　半田　　守（３年） 

　女子41㎏級　堀内　　優（３年） 

　女子46㎏級　明尾　弥紀（３年） 

【２位】 

　男子53㎏級　小石原拓馬（３年） 

【３位】 

　女子41㎏級　堀内　　瞳（１年） 

　男子85㎏級　岩渕麗史朗（３年） 

　　　　　　　以上　網野中学校 

このほか、 

　松本　和弥（網野中学校３年） 

　田村　慶太（大宮中学校２年） 

　植野さくら（網野中学校２年） 

　佐々木理土（宇川中学校２年） 

　早川　玄気（網野中学校１年） 

　　　　　のかたが出場されました。 

第21回全国高校生 

グレコローマンスタイル選手権大会 

  50kg級　谷口　誠一（１年） 

  55kg級　木村　大樹（３年) 

  60kg級　五宝　龍郎（３年) 

  66kg級　高谷　惣亮（１年) 

  74kg級　永田　裕城（２年) 

  74kg級　山下　寿久（３年) 

120kg級　澤　　翔大（３年)

【8月17日～19日】 

【大阪府堺市立金岡公園体育館】 

 

第11回全国高等学校 

　　　女子レスリング選手権大会 
【８月17日～19日】 

【大阪府堺市立金岡公園体育館】 

  46kg級　三村　冬子（１年） 

おめでとうございますおめでとうございます おめでとうございますおめでとうございます おめでとうございます 

世界大会 世界大会 
全国大会 全国大会 

出場決定！！ 出場決定！！ 

ご健闘をお祈りしますご健闘をお祈りします ご健闘をお祈りしますご健闘をお祈りします ご健闘をお祈りします 

2005年全日本レスリングジュニア・ 

レスリングチーム日韓交歓競技大会 

2005年カデット・アジア 

　　　　　　レスリング選手権大会 

【８月29日～９月５日】 

【大韓民国】 

 

フリー74kg級　永田　裕城（２年） 

平成17年度 

全国高校総合体育大会（インターハイ） 

【８月１日～５日】 

【佐倉市民体育館】 

 

●レスリング競技 

学校対抗戦（11人エントリー） 

  50kg級　松本　卓弥（２年） 

大谷　健輔（１年） 

  55kg級　木村　大樹（３年） 

  60kg級　五宝　龍郎（３年） 

岡田　　誠（１年） 

  66kg級　高谷　惣亮（１年） 

梅田　拓也（２年） 

  74kg級　山下　寿久（３年） 

　　　　　永田　裕城（２年） 

  84kg級　足達　康宏（２年） 

120kg級　澤　　翔大（３年） 

個人対抗戦（2人出場） 

  74kg級　永田　裕城（２年） 

120kg級　澤　　翔大（３年） 

フリースタイル 

  50kg級　松本　卓弥（２年） 

  63kg級　高谷　惣亮（１年） 

  76kg級　永田　裕城（２年） 

女子 

  46kg級　三村　冬子（１年） 

フリースタイル男子 

  42㎏級　半田　　守（３年） 

女子 

  43㎏級　堀内　　優（３年） 

●ウエイトリフティング競技 

全国高等学校カヌー選手権大会 

【８月５日～８月９日】 

【精進湖カヌー競技場】 

真鍋　達朗（３年）K-１・K-２・K-４ 

木村　達也（３年）K-２・K-４ 

榎並　智也（２年）C-１・C-２・C-４ 

多賀野直人（２年）C-２・C-４ 

平岡　崇弘（２年）K-１・K-２・K-４ 

小石原　巧（２年）K-２・K-４ 

松田　充弘（１年）C-４ 

吉岡　司芳（１年）C-４ 

小西　真琴（２年）WK-２・WK-４ 

稲穂　愛美（１年）WK-２・WK-４ 

松本　理沙（１年）WK-４ 

西本美奈子（１年）WK-４ 

 

レスリング世界選手権 

【９月26日～10月２日】 

【ハンガリー・ブダペスト】 

女子59kg級　正田　絢子（網野町） 

第38回全国高等学校 

　　　　　定時制通信制卓球大会 

【８月９日～11日】 

【駒沢オリンピック公園総合運動場体育館】 

男子個人　塩西　尚之（３年） 

男子団体　三本　宏宜（４年） 

　　　　　塩西　尚之（３年） 

 　　　　永島　宏教（３年） 

第40回全国高等学校 

　　　定時制通信制陸上競技大会 
【８月12日～14日】 

【国立霞ヶ丘競技場】 

男子800m　   荒田　育夫（４年） 

男子円盤投げ・砲丸投げ  吉岡　聖悟（４年） 

女子200m・400ｍ　給田　敦美（２年） 

網野高等学校 

【７月26日～31日】 

【茨城県立大洗町総合運動公園】 

2005年カデット・アジア 

　　　　　　レスリング選手権大会 

網野中学校 

久美浜高等学校 

網野高等学校間人分校 

【８月10日】 

【八千代市民体育館】 

  56kg級　廣野　　完（３年） 

（敬称略） 

全国中学生全国中学生 

　　レスリング選手権大会で活躍　　レスリング選手権大会で活躍 

全国中学生全国中学生 

　　レスリング選手権大会で活躍　　レスリング選手権大会で活躍 

全国中学生 

　　レスリング選手権大会で活躍 
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元
小
学
校
長
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学
校
長
　 

　
故
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村
多
宏
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ん
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村
多
宏
さ
ん 

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
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元
小
学
校
長
　

元
小
学
校
長
　 

　
故
藤
村
多
宏
さ
ん

　
故
藤
村
多
宏
さ
ん 

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章 

元
小
学
校
長 

　
故
藤
村
多
宏
さ
ん 

　
　
正
六
位
瑞
宝
双
光
章
を
受
章 

　
丹
後
地
域
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
故
藤
村
多
宏
さ
ん
（
峰
山
町
丹
波
）
が
「
正
六
位
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
七
月
五
日
に
吉
岡
京
都
府
丹
後
教

育
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。 

　
藤
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
中
郡
峰
山
町
立
峰
山

小
学
校
に
赴
任
以
来
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
ま
で
の
四
十
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育
に
対
す
る
強
い
情
熱
と
豊
か
な
識
見

に
よ
り
、
学
校
教
育
の
進
展
に
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。 

　
特
に
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
の
五
年
間
は
、
校
長
と
し
て

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
で
、
地
道
で
実
践
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を

一
心
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発

揮
。
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
て
、
地
域
の
教
材
化
を
図
る
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
児
童
が
自
ら
考
え
る
よ
う
に
な
る
授
業
づ

く
り
や
保
護
者
の
教
育
力
の
育
成
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
退
職
後
も
、
峰
山
町
文
化
財
保
護
研
究
会
や
奥
丹

後
地
方
史
研
究
会
な
ど
に
所
属
し
、
丹
後
地
域
の
歴
史
を
研
究

さ
れ
、
文
化
財
保
護
の
指
導
・

啓
発
に
力
を
注
が
れ
る
と
と

も
に
、
公
民
館
事
業
な
ど
で

陶
芸
教
室
の
講
師
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
社
会
教
育
の
分

野
で
も
多
大
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
そ
の
顕
著
な
功
績

が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

元
峰
山
町
議
会
議
員

元
峰
山
町
議
会
議
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光
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光
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故
安
達
幸
一
さ
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旭
日
單
光
章
を
受
章

　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章 

元
峰
山
町
議
会
議
員 

　
　
故
安
達
幸
一
さ
ん 

　
　
　
　
旭
日
單
光
章
を
受
章 

　
元
峰
山
町
議
会
議
員
の
故
安
達
幸
一
さ
ん
（
峰
山
町
新
治
）

が
「
旭
日
單
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
六
月
二
十
三
日
に
奥
田
京

都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
安
達
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
に
峰
山
町
議
会
議
員
に

当
選
以
来
、
平
成
十
五
年
二
月
ま
で
連
続
四
期
十
六
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
平
成
十
三
年
二
月
か
ら
平
成

十
五
年
二
月
ま
で
は
副
議
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
卓
越

し
た
識
見
に
よ
り
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
か
た
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
整
備
は

地
域
の
生
活
、
発
展
、
活
性
化
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

と
の
認
識
に
立
ち
、
国
道
・
府
道
・
町
道
整
備
に
大
き
く
寄

与
。
丹
後
六
町
の
合
併
に
お
い
て
も
、
各
町
の
制
度
や
財
政
状

況
な
ど
を
積
極
的
に
調
査
・
研
究
さ
れ
る
な
ど
、
議
会
の
重
鎮

と
し
て
指
導
力
と
調
整
力
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
三
年
五
月
か

ら
六
町
合
併
の
平
成
十
六
年

三
月
ま
で
の
十
二
年
以
上
の

永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
地
域
の
農
業
振

興
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

そ
の
輝
か
し
い
功
績
を
讃
え
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。 

故
・
安
達
　
幸
一
さ
ん 

故
・
藤
村
　
多
宏
さ
ん 

　
六
月
二
十
六
日
に
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
（
京
都
市
右
京
区
）
で
開
か
れ
た
、
「
『
日
清
食

品
カ
ッ
プ
』
第
二
十
一
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
」（
財
団
法
人
日
本
陸
上
競
技
連
盟
主
催
）
の

京
都
府
予
選
会
に
お
い
て
、「
京
丹
後
大
宮
ク
ラ
ブ
」

の
チ
ー
ム
名
で
出
場
し
た
大
宮
第
一
小
学
校
の
児
童

が
、「
四
×
一
〇
〇
　
リ
レ
ー
」
で
五
四
秒
一
二
の
好

タ
イ
ム
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
（
八
月
二
十
六
日
〜

二
十
八
日
・
国
立
霞
ヶ
丘
競
技
場
）
へ
の
切
符
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。 

　
出
場
を
決
め
た
の
は
、
六
年
生
の
石
橋
宏
紀
く
ん

（
大
宮
町
河
辺
）、
小
牧
瑛
典
く
ん
（
大
宮
町
口
大
野
）、

小
牧
裕
一
郎
く
ん
（
大
宮
町
口
大
野
）、
藤
本
和
樹
く

ん
（
大
宮
町
善
王
寺
）
の
四
人
で
、
放
課
後
や
休
み

時
間
を
は
じ
め
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
熱
心
に
練

習
を
積
み
重
ね
、
見
事
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。 

　
四
人
は
「
練
習
し
て
き
た
成
果
が
十
分
発
揮
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。
全
国
大
会
ま
で
も
っ
と
練
習
し

て
タ
イ
ム
が
の
び
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力

強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（前列左から）小牧瑛典くん、石橋宏紀くん、藤本和

樹くん、小牧裕一郎くん、（後列左から）走り高跳び

７位の和田哲くん、80㍍ハードル３位の野川大真くん、

同４位の野村浩人くん、同５位の堀宏伸くん 

全国小学生陸上競技交流大会 

４×100ⅿリレー競技に出場決定 

全国小学生陸上競技交流大会 

４×100ⅿリレー競技に出場決定 

大
宮
第
一
小
学
校 

　
　
全
員
が
入
賞 

メ
ー
メ
ー

ト
ル
ト
ル
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多
彩
的
！

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活

京
丹
後
生
活 

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活 

　
六
月
二
十
四
日
か
ら
京
丹
後
市

に
「
海
外
技
術
研
修
生
」
と
し
て

来
ま
し
た
「
柴
・
青
」
で
す
。
中

国
語
で
は
「
チ
ャ
イ
・
チ
ン
」
と

言
い
ま
す
が
、
日
本
語
読
み
で
「
さ

い
・
せ
い
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

日
本
に
来
る
の
は
初
め
て
で
、

五
月
二
十
二
日
か
ら
約
一
か
月
間
、

滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
研
修
所
で

日
本
語
の
勉
強
を
し
て
か
ら
京
丹

後
市
に
来
ま
し
た
。
中
国
の
大
学

で
も
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
聞
き
取
り
が
苦
手
で

す
。 

 

日
本
は
、
「
春
の
桜
」
と
「
秋
の

紅
葉
」、
立
派
な
「
富
士
山
」
が
代

表
的
な
風
物
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
は
本
当
に
美
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
た
だ
、
研
修
期
間
が
来

年
の
三
月
ま
で
な
の
で
、
春
の
桜

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
と
て
も
残

念
で
す
。
ま
た
、
交
通
網
が
四
方

八
方
へ
発
達
し
て
い
て
と
て
も
便

利
で
す
。 

 

京
丹
後
市
は
、
長
い
歴
史
が
あ

り
（
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
…
）
、

日
本
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
と
て
も

美
し
く
て
静
か
な
ま
ち
で
す
。 

　
カ
ニ
と
天
ぷ
ら
を
食
べ
ま
し
た

が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
料
理
は
「
目
で
楽
し
む
料
理
」

と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
器
や
盛

り
付
け
に
気
を
使
わ
れ
て
い
て
本

当
に
き
れ
い
で
す
。 

 

ま
だ
少
し
の
市
民
の
か
た
に
し

か
会
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
出
会
っ

た
か
た
は
み
な
さ
ん
と
て
も
や
さ

し
く
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
毎

日
が
楽
し
い
で
す
。
３
月
ま
で
　

多
多
　
照
。（
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
） 

 

（
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

　
　
し
ま
す
） 

「市民相談室」「市民相談室」  「市民相談室」  

お気軽にお気軽に 　　ご相談ください

　　ご相談ください 

お気軽に 　　ご相談ください 

　一人で悩んだり、心配したり、どうしたらいいの

か、どこへ行けばいいのか…。 

 わからなくなったとき、どうぞお越しください。

そんなあなたを相談員がお待ちしています。お話を

じっくり聞かせていただき、心のつかえや気持ちの

迷いが少しでも軽くなるように、相談員があなたと

一緒に考えていきます。そして、問題解決の糸口を

みつけられるようにお手伝いします。 

 『一人ひとりを大切にしたい』そのような思いを

込めた「市民相談室」です。 

◎場　　所　大宮庁舎１階（大宮町口大野） 

◎直通電話　☎69-0217（内線2217） 

◎開 設 日　月曜日～金曜日 

　　　　　　　(祝日および閉庁日は除きます) 

◎時　　間　9：30～16：00　 

◎相談方法　来室いただくか、電話でも構

いません。 

相談は
無料で

、 

　秘密
は厳守

します
 

一人ひとりを一人ひとりを  
　　　　　大切に　　　　　大切に  
一人ひとりを一人ひとりを  
　　　　　大切に　　　　　大切に  
一人ひとりを  
　　　　　大切に  

親
身
に
な
っ
て

親
身
に
な
っ
て
、 

　
　
　
　
と
も
に
考
え
ま
す

　
　
　
　
と
も
に
考
え
ま
す 
親
身
に
な
っ
て
、 

　
　
　
　
と
も
に
考
え
ま
す 
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て

の
か
た
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、

年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年

金
や
万
が
一
の
場
合
の
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。 

　 

  

　
た
だ
し
、
病
気
や
失
業
な
ど
の

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
免
除
制
度
に
は
、「
法
定

免
除
」
と
「
申
請
免
除
」
の
二
種

類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
が
異

な
り
ま
す
。 

　
「
法
定
免
除
」
は
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
や
生
活

保
護
法
に
基
づ
く
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
か
た
が
、「
申
請
免
除
」

は
、
前
年
の
所
得
が
少
な
い
な
ど
、

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
か
た
が
該
当
し

ま
す
。 

　
「
申
請
免
除
」
に
は
、
保
険
料

の
全
額
を
免
除
す
る
「
全
額
免
除
」

と
、
保
険
料
の
半
額
を
免
除
す
る

「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
「
申
請
免
除
」
は
、
ど
な
た
で

も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

所
得
（
収
入
）
が
、
次
の
基
準
額

を
下
回
る
場
合
に
承
認
さ
れ
ま
す
。

（
基
準
額
は
、
家
族
構
成
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 

                  

　
ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。 

   

　
保
険
料
免
除
制
度
の
ほ
か
、
他

の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な

い
若
年
層
（
二
十
歳
代
）
の
か
た

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
の
所
得
基
準
は
、

全
額
免
除
と
同
じ
で
す
が
、
世
帯

主
の
所
得
を
除
き
本
人
と
配
偶
者

の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ
ま
す
。 

   

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
は
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資

格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
万
が

一
の
と
き
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

将
来
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。（
全
額
免
除
の
期
間

は
三
分
の
一
、
半
額
免
除
の
期
間

は
三
分
の
二
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
） 

　
こ
の
た
め
、
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
年
金
額
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
追
納
の
際
、

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て

か
ら
二
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場

合
は
、
保
険
料
に
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

 

　
詳
し
く
は
、
京
都
社
会
保
険
事

務
局
舞
鶴
事
務
所
（
☎
〇
七
七
三

ー
七
六
ー
八
八
二
二
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

申
請
を
す
る
こ
と
で 

　
保
険
料
納
付
を
免
除 

二
十
歳
代
の
か
た
に
は 

　
　
　
納
付
猶
予
制
度
も 

保
険
料
を
追
納
し
て 

　
満
額
の
年
金
を
受
給 

118万円＋扶養親族など控除額＋社会保険料控除額など 

（扶養親族などの数＋１）×35万円＋22万円 

全額免除 

半額免除 

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す 

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す 

国
民
年
金

国
民
年
金 

国
民
年
金 

　「緑の募金」にご協力いただき、ありがとうございました。 

　募金は、京都府森と緑の公社を通じて、府内の地域や学校の緑づくりや森林づくり、青少年の緑化活動など

に役立てられます。　　 

募金総額　256,118円 

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました ご協力ありがとうございました 
緑の募金緑の募金 緑の募金 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

現在、道路改良事業が取り組まれている久美浜町平田地内の

平田踏切 

現在は、京都府内はすべて「京都」ナンバー 

丹
後
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
を 

　
今
、
各
地
で
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
動

き
が
活
発
だ
そ
う
で
す
。
地
域
振
興
、
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
近
隣
自
治

体
と
連
絡
を
と
り
、
ぜ
ひ
丹
後
ナ
ン
バ
ー
を

実
現
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
市
内
・
男
性
】 

関
係
者
と
相
談
し
な
が
ら
時
期
を

見
た
い
と
思
い
ま
す 

　
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
京

都
府
は
北
部
も
南
部
も
全
て
「
京
都
」
で
す
。

京
丹
後
市
を
例
に
と
る
と
、
「
京
都
」
ナ
ン

バ
ー
の
登
録
台
数
は
、
軽
自
動
車
、
自
動
二

輪
な
ど
を
含
め
約
四
万
六
千
台
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
地
域
振
興
や
観
光
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
地
域
名
表
示
が
弾
力

的
に
な
る
こ
と
が
、
昨
年
十
一
月
に
国
土
交

通
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
地
域
の

基
準
は
、
一
般
に
広
く
認
知
さ
れ
た
地
域
で

あ
り
、
単
独
市
町
村
で
は
な
い
こ
と
。
該
当

地
域
で
登
録
自
動
車
台
数
が
十
万
台
を
超
え

て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
行
政
区
画
や
旧
国

名
な
ど
の
地
理
的
名
称
で
あ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
手
続
き
と
し
て
、
地
域
を
構
成
す
る
す
べ

て
の
市
町
の
合
意
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
対
象
区
域
の
住
民
や
自
動
車
所
有
車
、

関
係
団
体
の
意
向
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
。

さ
ら
に
議
会
の
支
持
を
得
て
京
都
府
に
要
望

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
今
年
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
五
月
末
が
京
都
府
か
ら

国
に
対
し
て
の
要
望
期
限
と
な
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
今
年
度
の
導
入
は
見
送
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。 

　
ご
意
見
の
と
お
り
「
丹
後
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

関
係
者
と
の
相
談
も
は
じ
め
な
が
ら
少
し
時

期
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

放
置
自
転
車
の
再
利
用
を 

　
新
聞
で
駅
を
中
心
に
放
置
自
転
車
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

　
も
し
、
再
利
用
で
き
る
よ
う
な
自
転
車
が

あ
れ
ば
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
よ
う
な
形
で
使

え
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

関
係
機
関
と
相
談
し
再
利
用
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す 

　
放
置
自
転
車
の
原
因
は
、
高
校
を
卒
業
さ

れ
通
学
に
使
わ
な
く
な
っ
た
自
転
車
が
多
数

放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

ま
す
。 

　
市
で
は
、
毎
年
、
各
高
校
へ
の
照
会
や
所

有
車
確
認
の
た
め
の
「
え
ふ
」
を
つ
け
、
持

ち
帰
り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

遺
失
物
と
し
て
市
で
保
管
し
、
専
門
の
業
者

に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
処
分
し
ま
し
た
。

今
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
意
見
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
再
利
用
可
能
な
自
転
車
を
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
公
共
施
設
で
の
活
用
な
ど

を
含
め
再
利
用
方
法
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
市
民
課
】 

国
道
１
７
８
号
平
田
踏
切
の
整
備

を 

　
国
道
１
７
８
号
久
美
浜
温
泉
先
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ

踏
切
内
の
路
面
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。
こ

の
付
近
は
、
大
雨
の
た
び
に
道
路
が
水
没
す

る
の
で
、
今
後
立
体
交
差
と
し
て
道
路
を
高

く
し
て
は
ど
う
か
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

府
道
路
改
良
事
業
に
お
い
て
整
備

さ
れ
る
予
定
で
す 

　
ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
国
道
１
７
８
号
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
京
都
府
に
お
い
て
道
路

改
良
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
同
事

業
で
は
、
網
野
町
木
津
か
ら
久
美
浜
町
平
田

ま
で
の
約
三
㌔
メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
バ
イ
パ

ス
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

意
見
に
あ
り
ま
し
た
平
田
踏
切
の
改
良
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
平
田
踏
切
の

箱
石
側
の
一
部
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ 

Ａ Ｑ Ｑ 

Ａ Ｑ 
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Ａ 

Ａ 

Ｑ 

Ｑ 

Ｑ 

お
わ
び
と
訂
正 

　
広
報
七
月
号
「
開
か
れ
た
市
政 

市
民
起

点 

市
民
本
意
の
行
政
運
営
を
目
指
し
て
」

の
記
事
の
な
か
で
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
審
議
会
の
開
催
回
数
を「
一
回
」、傍
聴

者
数
を
「
五
人
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
三

回
」
と
「
六
人
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。 

市議会が発行する議会だより「まほろば」。質問者の議員

名を掲載している創刊号と第2号（左側２冊） 

Ａ 

工
事
期
間
中
は
道
路
を
通
行
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
道
路
の
冠
水
に
つ
い
て
も
、
立
体

交
差
の
手
法
を
と
ら
ず
と
も
今
回
の
工
事
施

工
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

【
管
理
課
】 

市
議
会
だ
よ
り
に
は
発
言
議
員
の

名
前
を 

　
「
市
議
会
だ
よ
り
　
ま
ほ
ろ
ば
」
で
、
一

般
質
問
や
討
論
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
に
発
言
議
員
の
氏
名
が
な
い
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。 

　
私
た
ち
市
民
は
、
日
ご
ろ
、
個
々
の
議
員

と
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
ま
し
て
や
、
他

町
の
議
員
の
ほ
と
ん
ど
が
な
じ
み
が
な
く
、

そ
の
考
え
や
主
張
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
議
会
側
に
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
議
員
名
を
出
さ
な
い
広
報
や

発
言
な
ど
、
い
か
に
も
軽
い
感
じ
が
し
て
や

や
無
責
任
に
も
思
え
ま
す
。 

　
議
員
は
、
自
分
の
発
言
に
は
当
然
責
任
が

あ
り
、
と
き
に
は
市
民
に
も
辛
抱
を
し
い
る

よ
う
な
発
言
が
あ
っ
て
も
、
賢
明
な
市
民
は

そ
の
発
言
が
正
当
か
、
迎
合
的
発
言
か
な
ど

の
判
断
は
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
「
市
民
の

目
線
で
が
ん
ば
る
」
と
し
て
お
き
な
が
ら
、

市
民
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
広
報
づ
く
り
は
、

議
会
議
員
側
の
談
合
的
発
想
と
し
か
思
え
ま

せ
ん
。 

　
議
会
側
が
、
今
ま
で
ど
お
り
無
記
名
式
が

よ
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
よ
い

か
広
く
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
く
ら
い
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。 

【
市
内
・
無
記
名
】 

申
し
合
せ
に
よ
り
会
派
名
と
構
成

議
員
を
掲
載
し
て
い
ま
す 

　
市
議
会
だ
よ
り
は
、
各
会
派
か
ら
推
薦
さ

れ
た
八
人
の
委
員
に
よ
り
原
稿
づ
く
り
や
写

真
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
校
正
に
い
た
る
ま

で
、
全
て
議
員
の
手
づ
く
り
で
編
集
・
作
成

し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

旧
町
の
方
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
ほ
か
の

市
議
会
の
広
報
紙
な
ど
を
参
考
に
し
て
改
善

し
な
が
ら
手
探
り
で
つ
く
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。 

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
六
月
と
九
月
の

定
例
会
で
は
、
議
長
を
除
く
二
十
九
人
全
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
質
疑

に
つ
い
て
も
、
非
常
に
多
く
の
議
員
が
発
言

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
同
じ
会

派
内
で
同
じ
よ
う
な
質
問
を
何
人
も
し
て
い

る
」
「
質
疑
や
質
問
を
す
る
の
は
議
会
だ
よ

り
に
名
前
を
出
す
た
め
で
、
公
費
を
使
っ
た

選
挙
活
動
で
は
な
い
か
」
「
一
般
質
問
で
多

く
の
時
間
を
費
や
し
過
ぎ
て
い
る
」
な
ど
の

厳
し
い
ご
意
見
、
ご
批
判
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
議
員
か
ら
も
「
一
般
質
問
が
毎
回

全
員
だ
と
一
人
だ
け
や
め
る
に
や
め
ら
れ
な

い
」
と
の
声
も
聞
こ
え
る
な
か
で
、
各
会
派

代
表
者
で
検
討
し
た
結
果
、
当
面
、
一
般
質

問
は
各
会
派
の
人
数
に
応
じ
て
発
言
時
間
を

割
り
当
て
、
内
容
が
重
複
し
な
い
よ
う
人
選

も
含
め
会
派
内
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
、
市

議
会
だ
よ
り
に
は
会
派
名
と
構
成
議
員
名
を

載
せ
る
に
と
ど
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
疑
・
質

問
は
個
人
名
を
出
さ
な
い
こ
と
と
す
る
申
し

合
せ
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
十
二
月
定
例
会
で
の
一
般
質

問
で
は
二
十
二
人
、
三
月
定
例
会
で
は
代
表

質
問
を
含
め
二
十
三
人
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 

　
市
議
会
で
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
議
会
と
し
て
の
機
能
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
合
理
化
で
き
る
こ
と
は
合
理

化
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
派
制
を

敷
く
市
議
会
と
し
て
の
広
報
紙
の
あ
り
方
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
議
会
総
務
課
】 

公
用
車
で
の
禁
煙
を 

　
京
丹
後
市
と
書
い
て
あ
る
公
用
車
で
、
職

員
が
た
ば
こ
を
吸
い
な
が
ら
運
転
し
て
い
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
仕
事
中
で
は
な
い

の
で
す
か
？
私
用
車
な
ら
と
も
か
く
公
用
車

で
す
よ
。 

【
無
記
名
】 

受
動
喫
煙
な
ど
の
観
点
か
ら
検

討
し
ま
す 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
は
、
所
属
長
が
指
定

す
る
公
用
車
内
で
の
喫
煙
に
つ
い
て
禁
じ
て

い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
受
動
喫
煙
の
観

点
か
ら
不
特
定
多
数
の
か
た
が
利
用
さ
れ
る

市
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
指
定
し
て
い
ま

す
。 

　
自
動
車
の
運
転
者
に
は
、
安
全
運
転
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
全
運
転
を

励
行
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
運
転
マ
ナ
ー
の

向
上
や
同
乗
者
の
受
動
喫
煙
の
観
点
か
ら
公

用
車
で
の
本
件
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
課
】 

Ａ 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 
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　この公演で、京都オペラ協会の若手出演者と

共演していただくかたを募集しています。 

◆募集人数　男女とも若干名 

◆応募要件　○年齢は20～30歳代 

○できればオペラ・ミュージカル・

合唱などの舞台経験者 

 　　　　　○10月に入ってから公演までに、

京都市内で練習（５回程度）を

行いますので、練習に参加でき

るかた 

◆応募方法　８月31日（水）までに、申込書（企

画推進課・社会教育課・京都府丹

後文化会館にあります）により、

下記へお申し込みください。（応

募状況により、京都市内でオーデ

ションを行います） 

◆申込先・お問い合わせ先 

　京丹後文化のまちづくり実行委員会事務局 

　　　　　　　　　（企画推進課内☎69-0120） 

　「京丹後文化のまちづくり実行委員会」では、

次のとおり『オペラ公演』を開催します。 

 京都府北部では鑑賞機会の少ない『オペラ公

演』、ぜひこの機会にご鑑賞ください。 

【内容】 

 「フィガロの結婚」は、スペイ

ンの貴族アルマヴィーヴァ伯爵に

仕えるフィガロが、伯爵夫人の侍

女スザンナと結婚式をあげる日の

朝から夜までの騒動を描いたもの

です。 

　伯爵が、結婚をひかえたスザン

ナを口説こうとし、それに対して

頭の回転の良いフィガロが仕返し

をしようとする話です。 

 『オペラ』と聞くと敬遠してしまうかたもいらっしゃる

かもしれません。でも実は『オペラ』は、とてもリラック

スして楽しめる舞台なのです。 

　クラシックコンサートのように、楽章の途中などでいつ

拍手をしていいのか気にする必要はまったくありません。

　特に、「フィガロの結婚」のような喜劇では、おどけて

笑わせる場面がたくさんあるので、声を出して笑ってもよし、

拍手をしてもよし、感じたままに表現したらいいのです。 

 また、「フィガロの結婚」は、ストーリーや人間関係が

とても複雑（そこがおもしろいのですが）なので、あらか

じめあらすじを頭に入れておくと、役柄のセリフや動きが

よくわかり、そして何よりも歌の素晴らしさにきっと心を

奪われることでしょう。 

 「フィガロの結婚」には、有名なアリア（独唱歌）がい

くつもあります。「自分で自分がわからない」、「もう飛ぶ

まいぞ、この蝶々（ちょうちょ）」、「愛の神よ、安らぎを

与えたまえ」、「恋とはどんなものかしら」などは、とても

美しいアリアです。 

京都オペラ協会 

『フィガロの結婚』を上演 

京都オペラ協会 

『フィガロの結婚』を上演 
モーツァルト作曲・全４幕[日本語上演] 

 モーツァルトのオペラ最高傑作 

総監督・演出：ミッシェル・ワッセルマン 

音楽監督：饗場知昭 

指揮：井村誠貴 

オーケストラ：京都フィルハーモニー室内合奏団 

『オペラ』とは？！ 『オペラ』とは？！ 

日　時　10月16日（日） 

 　　　13 ：00開場・14：00開演（17：30終演予定） 

会　場　京都府丹後文化会館 
　　　　　　　　　　　　　　　　（峰山町杉谷） 

入場料（全席自由席／税込） 

　　　　前売り 

　　　　　一般4,000円 

　　　　　学生3,000円 

 　　　　親子ペアチケット6,500円 

　　　　　　　（一般１人、学生１人の２人１組） 

 　　　　　※親子ペアチケットは、前売りのみ 

　　　 当　日 

　　　　　一般4,500円 

　　　　　学生3,500円 

※チケットは、京都府丹後文化会館

をはじめ各プレイガイドで販売し

ています。 

※この公演は、京都府からの助成を

受けて実施するもので、入場料を

低額に設定しています。 

合唱出演者募集中 
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総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/　　　京丹後市 

ご協力ください 

　今年10月１日に平成17年国勢調査が行われます。 

　この調査は、日本にお住まいのすべてのかたを

対象とする最も基本的な統計調査で、我が国の人口・

世帯の実体を明らかにし、各種行政施策の基礎資

料を得ることを目的に５年に１度行われるものです。 

　その結果は、①都道府県・市区町村議会の議員

定数の決定や、地方交付税交付金の算定基準など

に用いられる法定人口として利用されるのをはじめ、

②雇用政策、防災対策などの国・地方公共団体の

各種行政施策における利用、③将来人口の推計な

ど行政に不可欠な人口分析などに利用されるなど、

各方面で幅広く活用されます。 

●住民登録とは関係なく、10月1日現在、普段からお住

まいの場所で、調査票に記入していただきます。 

●国勢調査は、日本にお住まいのすべてのかたが対象

となり、回答が義務づけられています。 

●調査員がみなさんのお宅へ、調査票の配付・受け取

りにおうかがいします。 

●国勢調査は、未来の羅針盤として私たちの生活にい

かされます。 

●国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義

務があり調査内容の秘密は保護されます。 

国勢調査のイメージキャラクター 

「センサスくん」 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

※休館日は本紙発行日の 
８月10日以降を掲載しています。 

本大好きな子どもになってね！！ 

あみの図書館に『おはなし隊』がやってきました 

久美浜図書室 

　講談社の「おはなし隊」

が、６月11日にあみの図

書館を訪れ、大勢の親子

がキャラバンカーの見学

や、隊長と地元のボラン

ティアによる「おはなし

会」などを楽しみました。 

　久美浜図書室では、６

月25日から「読み聞かせ」

を始め、手あそびも交え

て和気あいあいと楽しい

時間を過ごしました。 

　今後も毎月第４土曜日

の14：30～15：00に開催

しますので、ぜひご参加

ください。 

　いつの記憶か定かではありませんが、図書館のイメージは、薄暗い書架と、ほこりとカビが混

ざったような臭いを思い出します。もちろん図書の日焼けを防止するための暗さであり、空調設

備のなかった遠い昔のことです。 

　今の図書館は明るくて、「こんにちは…」と笑顔で迎えてもらえます。「図書館の本は古くて、

汚れている」なんてこともありません。大型書店のように、発売直後に新刊が読めるとまではい

きませんが、わりと早い時期に、話題の本などが読めるようです。私のような乱読家（もとは「つ

ん読家」）にとっては、新刊でなくても初めて見る本が、たくさんあります。 

　書架をまわって背表紙を見ていると、本の方から「私（僕？）を読んで…」とささやきが聴こ

えるときがあります。もちろん耳に聴こえることはないのですが、そんなときに手にする本は、

とてもおもしろかったりします。 

　図書館にない本でも、リクエストによってほかの図書館から取り寄せたり、ときには購入して

いただくこともできます。　　　今度出かけてみませんか、本のささやきを聴きに…。 

　４月から久美浜中学校の教員になられた、瀬尾ま

いこさんの著書をご紹介します。 

　家族や友達、まわりの人との交流が、スッと心に

入ってきてとてもやさしい気持ちになります。丹後

が舞台になっている本もあります。ぜひ、お読みく

ださい。 

『幸福な食卓』（第26回吉川英治文学新人賞受賞）

　　所蔵図書館…峰山・あみの・大宮・弥栄・丹後 

『卵の緒』（第７回坊っちゃん文学賞大賞受賞） 

　　所蔵図書館…峰山・あみの・大宮 

『図書館の神様』 

　　所蔵図書館…峰山・あみの・大宮・弥栄・丹後・

久美浜 

『天国はまだ遠く』 

　　所蔵図書館…峰山・あみの・大宮 

『優しい音楽』 

　　所蔵図書館…峰山・あみの 

おすすめの本おすすめの本

８月の休館日 
15日（月）・22日（月）・29日（月） 

開 館 時 間 

10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

私と図書館 植田　祐司さん（峰山町） 

★お知らせ･･･市内の図書館所蔵の本は、その図書館

に行かなくてもお近くの図書館から取り寄せること

ができ、貸出可能な本であれば毎週木曜日には届き

ます。お気軽に図書館員にご相談ください。 

　あみの図書館には、ときどき網野保育所の子ども達

が訪れてくれます。

「図書館では静かに

する」という先生と

の約束を一生懸命守

りながら利用する姿

にはいつも感心させ

られます。 
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網
野
町
木
津
の
「
売
布
（
め
ふ
）
神
社
」

は
、
平
安
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
延
喜
式
』

に
も
名
前
が
残
る
古
い
神
社
で
、
現
在
は
、

下
和
田
区
の
氏
神
と
し
て
地
域
の
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
本
殿
は
、
一
間
社
流
造
（
い
っ
け

ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り
）、
こ
け
ら
葺
の
建
物

で
す
。
一
間
社
と
は
、
建
物
正
面
に
柱
が
二

本
立
っ
て
い
て
、
柱
の
間
が
一
つ
の
建
物
の

こ
と
で
す
。 

 

神
社
に
残
る
棟
札
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
殿

は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
年
）
に
、
宮
津
の

大
工
一
宮
與
次
兵
衛
尉
、
桐
村
権
兵
衛
尉
な

ど
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 

 

一
部
は
、
後
世
の
修
理
に
よ
り
、
姿
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
寛
文
九
年
当
時
の
ま
ま
残
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
棟
札
が
残
さ
れ

て
お
り
、
燈
籠
や
鈴
の
寄
進
、
屋
根
の
葺
き

替
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

本
殿
は
、
現
存
す
る
網
野
町
内
の
神
社
建

築
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
、
丹
後
全
体
を

見
渡
し
て
も
非
常
に
古
い
部
類
に
入
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
他
の
神
社
本
殿
に
比
べ
て
社
殿
を

飾
る
彫
刻
が
少
な
く
、
シ
ン
プ
ル
な
つ
く
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
後
期
に
建
立
さ
れ
た
京
都
府
登

録
文
化
財
の
日
吉
神
社
（
網
野
町
浅
茂
川
）

と
比
較
す
る
と
、
そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。 

　
床
板
を
槍
鉋
（
や
り
が
ん
な
）
で
仕
上
げ

る
な
ど
建
築
方
法
も
古
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
建
物
の
様
式
全
般
か
ら
は
、
非

常
に
古
風
な
雰
囲
気
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、

覆
屋
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
保
存

状
態
が
極
め
て
よ
く
白
木
の
美
し
い
姿
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
売
布
神
社
の
御
神
体
は
、
峰
山
町

安
の
稲
代
神
社
へ
分
祀
さ
れ
た
こ
と
が
記
録

に
残
っ
て
い
ま
す
。
稲
代
神
社
側
で
も
、
現

在
に
残
る
棟
札
の
一
枚
に
は
、「
木
津
谷
よ
り

遷
し
奉
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
売
布
神
社
本
殿
は
、
江
戸
時

代
前
期
の
神
社
建
築
と
し
て
、
当
時
の
姿
を

よ
く
と
ど
め
て
い
る
点
か
ら
、
平
成
十
五
年

三
月
十
四
日
付
け
で
、
京
都
府
の
指
定
文
化

財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〜
網
野
町
　

〜
網
野
町
　 

　
　
売
布
神
社
本
殿
（
め
ふ
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜

　
　
売
布
神
社
本
殿
（
め
ふ
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜 

〜
網
野
町
　 

　
　
売
布
神
社
本
殿
（
め
ふ
じ
ん
じ
ゃ
ほ
ん
で
ん
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
四 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
四

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
四 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
四 

 

　昨年の７月から教育委員会委員としてお世話になっていました吉岡賢一さ

ん（大宮町周枳）の任期が満了したことに伴い、後任に山本和美さん（大宮

町河辺）を選任することが、６月定例議会において同意されました。 

　任期は、平成17年７月８日から平成21年７月７日までの４年間。 

　また、委員長には美王惠次郎さん（久美浜町）、委員長職務代理者には上羽

敏夫さん（丹後町成願寺）に引き続いてお世話になることになりました。 山本　和美さん 

教育委員会委員に 

　山本和美さん（大宮町河辺）を選任 

売布神社 

売
布
神
社 
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人口のうごき

男　　　31,426人

女　　　33,952人

計　　　65,378人

世帯数　21,846世帯

　　　（７月１日現在）

地
域
で
子
育
て

地
域
で
子
育
て

通
学
合
宿

通
学
合
宿

地
域
で
子
育
て

通
学
合
宿

　
親
元
を
離
れ
、
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が

集
団
生
活
を
送
り
な
が
ら
学
校
へ
通
う
「
通

学
合
宿
」（
市
子
ど
も
教
室
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
六
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
の

六
日
間
に
わ
た
っ
て
新
治
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー
（
峰
山
町
新
治
）
で
開
か
れ
、
吉
原
小
学

校
の
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
十
四

人
が
、
地
域
の
か
た
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

家
族
や
仲
間
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
家
庭
の
大
切
さ
を
認
識
す
る

と
と
も
に
、
連
帯
性
や
協
調
性
、
自
主
性
、

自
立
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
オ
リ
ー

ブ
の
会
（
吉
岡
喜
三
雄
代
表
）
を
は
じ
め
、

峰
山
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
、
ま
た

峰
山
高
等
学
校
の
伊
吹
祐
哉
さ
ん
（
三
年
生
）、

多
田
彩
音
さ
ん
（
一
年
生
）
な
ど
が
協
力
し

て
今
年
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
朝
六
時
に
起
床
し
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
後
に
朝
食
づ
く
り
、
後
か
た

づ
け
な
ど
普
段
は
親
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
を

分
担
し
て
行
っ
て
か
ら
登
校
。
学
校
が
終
わ

れ
ば
、
夕
食
づ
く
り
や
掃
除
、
宿
題
な
ど
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
言
を
得
な
が
ら
、
上
級

生
が
下
級
生
の
手
助
け
を
す
る
な
ど
、
に
ぎ

や
か
に
楽
し
み
な
が
ら
体
験
。
ま
た
、
地
域

の
み
な
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
よ
う

と
、
手
助
け
に
訪
れ
た
り
、
近
所
の
家
庭
は

お
風
呂
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
」
が
広

が
り
ま
し
た
。
　

　
子
ど
も
た
ち
は
、
合
宿
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
へ
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
一
緒
に
過
ご
し
た
友
達
や
地
域

の
か
た
が
以
前
よ
り
大
切
で
か
け
が
え
の
な

い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　
夏
本
番
を
前
に
し
た
七
月
一
日
、
市
内
各

地
で
「
海
開
き
」
が
行
わ
れ
、
海
水
浴
場
が

一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
網
野
町
掛
津
で
行
わ
れ
た
「
海
水
浴
場
安

全
祈
願
式
」（
網
野
町
観
光
協
会
主
催
）
に
は
、

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
、

京
丹
後
警
察
署
、
網
野
町
漁
業
協
同
組
合
、

市
消
防
団
、
地
元
区
の
か
た
な
ど
約
五
十
人

が
参
列
。
志
布
比
（
し
ふ
ひ
）
神
社
（
網
野

町
浜
詰
）
の
高
田
宮
司
に
よ
る
海
を
清
め
る

神
事
に
続
き
、
参
列
者
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、

シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
網
野
町
観
光
協
会
の
長
　
孝
次

会
長
が
「
こ
の
夏
が
、
安
全
・
安
心
な
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
多
く

の
か
た
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
心
に
残
る
す

て
き
な
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
「
暑
い
夏
」
と
な
っ
て

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
さ
ら
に
京
丹
後

が
「
熱
く
」
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。

シーズン中の「無事故シーズン中の「無事故」・「にぎわい」を願うにぎわい」を願うシーズン中の「無事故」・「にぎわい」を願う

みんなで食べる食事はまた格別においしい

無事故とともに、
夏本番の好天と「にぎわい」を願いました

ボランティアのみなさんに教えてもらい、

　　　　　包丁さばきもうまくなりました


